
Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよび
ハードウェアコンポーネントのコマンドリファレンス

初版：2015年 12月 23日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255 （フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨

事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用

は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡く
ださい。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version
of the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコお

よびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証

をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、

間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものと

します。

このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、ネット
ワークトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意

図的なものではなく、偶然の一致によるものです。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries.To view a list of Cisco trademarks, go to this URL: http://
www.cisco.com/go/trademarks.Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners.The use of the word partner does not imply a partnership
relationship between Cisco and any other company.(1110R)

© 2015 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

http://www.cisco.com/go/trademarks
http://www.cisco.com/go/trademarks


目次

はじめに v

マニュアルの変更履歴 v

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート v

イーサネットインターフェイスコマンド 1

carrier-delay 2

flow-control 4

interface (Ethernet) 6

loopback (Ethernet) 8

mac-address (Ethernet) 10

packet-gap non-standard 12

show controllers (Ethernet) 14

small-frame-padding 24

グローバルインターフェイスコマンド 25

bandwidth (global) 26

bundle wait-while 28

clear interface 29

dampening 31

interface (global) 33

lacp system 35

mtu 37

show im dampening 40

show interfaces 44

shutdown (global) 62

リンクバンドリングコマンド 65

bundle-hash 67

bundle id 72

bundle maximum-active links 74

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス

iii



bundle minimum-active bandwidth 76

bundle port-priority 78

clear lacp counters 80

interface (bundle) 82

lacp fast-switchover 84

lacp non-revertive 86

lacp packet-capture 87

mlacp node 90

mlacp system priority 91

show bundle brief 93

show bundle 97

show lacp bundle 114

show lacp counters 117

show lacp io 119

show lacp packet-capture 122

show lacp port 124

show lacp system-id 127

管理イーサネットインターフェイスコマンド 129

duplex (Management Ethernet) 130

interface MgmtEth 132

mac-address (Management Ethernet) 134

speed (Management Ethernet) 136

VLANサブインターフェイスコマンド 139

interface (VLAN) 140

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマン
ドリファレンス

iv

目次



はじめに

この「はじめに」には、次の項があります。

• マニュアルの変更履歴, v ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, v ページ

マニュアルの変更履歴
表 1に、初版後、このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴を示します。

表 1：マニュアルの変更履歴

変更点日付

このマニュアルの初版2015年 12月

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集
の詳細については、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』を参照してください。このドキュ
メントは、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.htmlから入手できます。

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧を、RSSフィードとして購読できます。また、リーダーアプリケーションを使用して、コ
ンテンツをデスクトップに配信することもできます。RSSフィードは無料のサービスです。

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス
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イーサネットインターフェイスコマンド

このモジュールでは、Cisco NCS 5001ルータおよび Cisco NCS 5002ルータでイーサネットイン
ターフェイスを設定するためのコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドについて説明
します。

イーサネットインターフェイスの概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco NCS
5000シリーズルータ向けハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド』を参
照してください。

• carrier-delay, 2 ページ

• flow-control, 4 ページ

• interface (Ethernet), 6 ページ

• loopback (Ethernet), 8 ページ

• mac-address (Ethernet), 10 ページ

• packet-gap non-standard, 12 ページ

• show controllers (Ethernet), 14 ページ

• small-frame-padding, 24 ページ
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carrier-delay
ハードウェアリンクダウン通知の処理を遅延するには、インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードで carrier-delayコマンドを使用します。

carrier-delay {down milliseconds [up milliseconds]| up milliseconds [down milliseconds]}

___________________
構文の説明

ハードウェアリンクダウン通知の処理を遅延する時間（ミリ秒）。

範囲は 0～ 65535です。
downmilliseconds

ハードウェアリンクアップ通知の処理を遅延する時間（ミリ秒）。

範囲は 0～ 65535です。
upmilliseconds

___________________
コマンドデフォルト キャリア遅延は使用されず、物理リンクがダウンするとすぐに上位層プロトコルに通知されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ハードウェアリンクダウン通知の処理を遅延すると、上位層のルーティングプロトコルでは、

リンクが安定するまでそのリンクが認識されません。

障害が発生して回復できない物理リンクに carrier-delay downmillisecondsコマンドが設定されてい
る場合は、リンクダウンの検出が増加してルーティングプロトコルで障害のあるリンクに関連す

るトラフィックの再ルーティングにかかる時間が長くなることがあります。

インターフェイスステートのフラップが非常に小さい場合は、carrier-delay downmillisecondsコマ
ンドを実行するとルーティングプロトコルでルートフラップの発生を回避できます。

インターフェイスのキャリア遅延動作の現在の状態を確認するには、show interfaceコマンドを
入力します。インターフェイスでキャリア遅延が設定されていない場合は、キャリア遅延の情

報は表示されません。

（注）
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、ハードウェアリンクダウン通知の処理を遅延する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# carrier-delay down 10

次に、ハードウェアリンクアップ通知およびダウン通知の処理を遅延する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# carrier-delay up 100 down 100

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス

3

イーサネットインターフェイスコマンド

carrier-delay



flow-control
フロー制御ポーズフレームの送信をイネーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードで flow-controlコマンドを使用します。フロー制御をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

flow-control {bidirectional| egress| ingress}

no flow-control ingress {bidirectional| egress| ingress}

___________________
構文の説明

出力方向および入力方向のフロー制御をイネーブルにします。bidirectional

IEEE 802.3xポーズフレームを受信した場合は、出力トラフィックを一
時停止します。

egress

入力トラフィックにより輻輳が発生した場合は、IEEE 802.3xポーズフ
レームを送信します。

ingress

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスで自動ネゴシエーションがイネーブルになっている場合は、デフォルトはネゴ

シエートです。

インターフェイスで自動ネゴシエーションがディセーブルになっている場合は、フロー制御ポー

ズフレームの送信が出力トラフィックと入力トラフィックの両方でディセーブルになります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン フロー制御ポーズフレームの送信を明示的にイネーブルにした場合、自動ネゴシエートされたす

べての値が flow-controlコマンドで設定した値で上書きされます。したがって、flow-controlコマ
ンドで設定した値が接続の反対側で許容される設定と競合した場合、リンクがアップになること

はありません。
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flow-controlコマンドがサポートされるのは、ギガビットイーサネットインターフェイスと 10ギ
ガビットイーサネットインターフェイスだけです。flow-controlコマンドは、管理イーサネット
インターフェイスではサポートされません。

flow-controlコマンドの構文オプションは、ルータに搭載されている PLIMまたは SPAのタイプに
よって異なる場合があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、TenGigEインターフェイス 0/3/0/0で入力トラフィックのフロー制御ポーズフレームの送信

をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# flow-control ingress
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interface (Ethernet)
イーサネットインターフェイスを指定または作成し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始するには、XRコンフィギュレーションモードで interface (Ethernet)コマンドを使用
します。

interface {GigabitEthernet| TenGigE} interface-path-id

no interface {GigabitEthernet| TenGigE} interface-path-id

___________________
構文の説明

ギガビットイーサネット（1000 Mbps）インターフェイスを指定または作
成します。

GigabitEthernet

10ギガビットイーサネット（10 Gbps）インターフェイスを指定または作
成します。

TenGigE

物理インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスのリ

ストを表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘル
プを参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 物理インターフェイスを指定するための interface-path-idの表記は rack/slot/module/portです。値を

区切るスラッシュ（/）は、表記の一部として必須です。命名の表記法の各構成要素の説明は次の
とおりです。

• rack：ラックのシャーシ番号。

• slot：ラインカードの物理スロット番号。
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• module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）は、常に 0です。

• port：インターフェイスの物理ポート番号。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、TenGigEイーサネットインターフェイスでコンフィギュレーションモードを開始する例を

示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/0/0/4
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)#
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loopback (Ethernet)
ループバックモード用にイーサネットコントローラを設定するには、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードで loopbackコマンドを使用します。ループバックをディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

loopback {external| internal| line}

no loopback

___________________
構文の説明

インターフェイスからすべての IPv4 self-pingパケットが送信され、外部で
ループバックされてから入力パスで受信します。

external

すべてのパケットがルータの内部でループバックされてから外部ケーブルに

到達します。

internal

着信ネットワークパケットが外部ケーブルを通じてループバックされます。line

___________________
コマンドデフォルト ループバックモードはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン loopbackコマンドは、すべてのタイプのイーサネットインターフェイス（ギガビットイーサネッ

ト、10ギガビットイーサネット）で使用できます。

診断用に内部と回線という 2つのループバック動作モードがサポートされています。ターミナル
（内部）ループバックでは、送信した信号が受信者側にループバックされます。ファシリティ（回

線）ループバックでは、遠端から受信した信号が回線上でループバックされて送信されます。2
つのループバックモードを同時にアクティブにすることはできません。通常の動作モードでは、

2つのループバックモードはいずれもディセーブルになります。
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loopback externalコマンドは、インターフェイスに外部ループバックコネクタが接続されてい
る場合に使用します。

ヒント

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次の例では、すべてのパケットが TenGigEコントローラにループバックされます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# loopback internal
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mac-address (Ethernet)
イーサネットインターフェイスのMACレイヤアドレスを設定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードでmac-addressコマンドを使用します。デバイスのMACアドレスをデ
フォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mac-address value1.value2.value3

no mac-address

___________________
構文の説明 MACアドレスの上位 2バイト（16進数表記）。範囲は 0～ ffffです。value1.

MACアドレスの中間 2バイト（16進数表記）。範囲は 0～ ffffです。value2.

MACアドレスの下位 2バイト（16進数表記）。範囲は 0～ ffffです。value3

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのMACアドレスは、ハードウェアバーンドインアドレス（BIA）から読み取られま

す。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン MACアドレスは、4桁の値が 3つ並んだ形式になります（ドット付き 10進数表記で 12桁）。

mac-addressコマンドは、すべてのタイプのラインカードのイーサネットインターフェイス（ギ
ガビットイーサネット、10ギガビットイーサネット）、および管理イーサネットインターフェ
イスで使用できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface
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___________________
例 次に、0/3/0/0にあるイーサネットインターフェイスのMACアドレスを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/0/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# mac-address 0001.2468.ABCD
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packet-gap non-standard
Cisco Catalyst 6000シリーズスイッチとの相互運用性を高めるためにインターフェイス上のトラ
フィックのパケット間隔を変更するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

packet-gap non-standardコマンドを使用します。IEEE 802.ae仕様で定義された標準のパケット間隔
を使用するには、このコマンドの no形式を使用します。

packet-gap non-standard

no packet-gap non-standard

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト IEEE 802.ae仕様で定義された標準のパケット間隔が使用されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン CiscoCatalyst 6000シリーズスイッチに接続されたインターフェイスでは、パケット損失の問題が

発生する可能性があります。この問題を解決するには、packet-gap non-standardコマンドを使用し
て、トラフィックのパケット間隔を標準（IEEE 802.ae仕様で定義）以外のものに変更します。

packet-gap non-standardコマンドは、10ギガビットイーサネットインターフェイスだけで使用
できます。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface
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___________________
例 次に、インターフェイスのトラフィックのパケット間隔を標準以外の間隔に変更する例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/0/0/3
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# packet-gap non-standard
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show controllers (Ethernet)
特定のノードのイーサネットインターフェイスに関するステータスおよび設定の情報を表示する

には、XR EXECモードで show controllers commandコマンドを使用します。

show controllers {GigabitEthernet| TenGigE| HundredGigE} interface-path-id [all| bert| internal| mac|
phy| stats| xgxs]

___________________
構文の説明

表示するステータスおよび設定情報のあるイーサネットインターフェイ

スのタイプを指定します。GigabitEthernet、TenGigE、またはHundredGigE
を入力します。

{GigabitEthernet |
TenGigE|
HundredGigE}

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスのリ

ストを表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘ
ルプを参照してください。

interface-path-id

指定したインターフェイスの詳細情報を表示します。all

インターフェイスの BERTのステータス情報を表示します。bert

インターフェイスの内部情報を表示します。internal

インターフェイスのMAC情報を表示します。mac

インターフェイスの物理情報を表示します。phy

インターフェイスの統計情報を表示します。stats

10 Gigabit Ethernet Extended Sublayer（XGXS; 10ギガビットイーサネット
拡張サブレイヤ）に関する情報を表示します。

xgxs

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン interface-path-id引数の場合は、次のガイドラインを使用します。

•物理インターフェイスを指定する場合、命名の表記法は rack/slot/module/portです。値を区切
るスラッシュ（/）は、表記の一部として必須です。命名の表記法の各構成要素の説明は次の
とおりです。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：ラインカードの物理スロット番号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）は、常に 0で
す。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

•仮想インターフェイスを指定する場合、番号の範囲は、インターフェイスタイプによって異
なります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り

controlキーワードのみを使用するには、インター
フェイス（読み取り）タスク IDに加えて必要です。

（注）

cisco-support

読み取りdwdm

読み取りinterface

読み取りsdh sonet

___________________
例 次に、show controllers TenGigEコマンドによる出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show controllers TenGigE 0/0/0/3
PHY:
XENPAK device registers:
========================

Vendor Name: CISCO-SUMITOMO
Vendor PN: SXP3101NV-C1
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Vendor Rev: A1
Vendor SN: ECL120701L2

Package OUI: 0041f426
Vendor OUI: 00137b11
Vendor Date Code: 2004071200
nvr_control_status = 0x0007
nvr_version = 0x1e
nvr_size0 = 0x01
nvr_size1 = 0x00
mem_used0 = 0x01
mem_used1 = 0x00
basic_addr = 0x0b
cust_addr = 0x77
vend_addr = 0xa7
ext_vend_addr0= 0x00
ext_vend_addr1= 0xff
reserved0 = 0x00
tcvr_type = 0x01
connector = 0x01
encoding = 0x01
bitrate0 = 0x27
bitrate1 = 0x10
protocol = 0x01
x_gbe_code_byte_0 = 0x02
x_gbe_code_byte_1 = 0x00
sonet_sdh_code_byte_0 = 0x00
sonet_sdh_code_byte_1 = 0x00
sonet_sdh_code_byte_2 = 0x00
sonet_sdh_code_byte_3 = 0x00
x_gfc_code_byte_0 = 0x00
x_gfc_code_byte_1 = 0x00
x_gfc_code_byte_2 = 0x00
x_gfc_code_byte_3 = 0x00
range0 = 0x03
range1 = 0xe8
fibre_type_byte_0 = 0x20
fibre_type_byte_1 = 0x00

Center Wavelength:
chan0 = 1310.00 nm

chan1 = 0.00 nm
chan2 = 0.00 nm
chan3 = 0.00 nm

basic_checksum = 0x00

Link Alarm Status Registers:
rx_alarm_control = 0x0019
tx_alarm_control = 0x0059
lasi_control = 0x0000
rx_alarm_status = 0x0018
tx_alarm_status = 0x0058
lasi_status = 0x0005

Digital Optical Monitoring:
Transceiver Temp: 34.246 C
Laser Bias Current: 4.8640 mA
Laser Output Power: 0.5059 mW, -3.0 dBm
Receive Optical Power: 0.0000 mW, -inf dBm

Quake: devid 0x0043a400
10GE PMA/PMD Registers:
Control = 0x2040 Status = 0x0082 Dev ID 0 = 0x0043 Dev ID 1 = 0xa400 Speed Ability =
0x0001 Devices 1 = 0x001a Devices 2 = 0x0000 Control 2 = 0x0006 Status 2 = 0xb541 Tx
Disable = 0x0000 Rx Signal Detect = 0x0000 OUI 0 = 0x0041 OUI 1 = 0xf426
Quake (1.c001) = 0x0003

10GE PCS Registers:
Control = 0x2040 Status = 0x0082 Dev ID 0 = 0x0043 Dev ID 1 = 0xa400 Speed Ability =
0x0001 Devices 1 = 0x001a Devices 2 = 0x0000 Control 2 = 0x0000 Status 2 = 0x8401 PKG ID 0
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= 0x0000 PKG ID 1 = 0x0000 Base X Status = 0x0000 Base X Control = 0x0000 Base R Status 1
= 0x0004 Base R Status 2 = 0x0000 Base R jitter seed a0 = 0x0000 Base R jitter seed a1 =
0x0000 Base R jitter seed a2 = 0x0000 Base R jitter seed a3 = 0x0000 Base R jitter seed b0

= 0x0000 Base R jitter seed b1 = 0x0000 Base R jitter seed b2 = 0x0000 Base R jitter seed
b3 = 0x0000 Base R jitter test control = 0x0000 Base R jitter test counter = 0x0000

10GE XS/XS Registers:
Control = 0x2040 Status = 0x0002
Dev ID 0 = 0x0043 Dev ID 1 = 0xa400
Speed Ability = 0x0001 Devices 1 = 0x001a Devices 2 = 0x0000 Status 2 = 0x8000 PKG ID 0 =
0x0000 PKG ID 1 = 0x0000 Lane Status = 0x1c0f Test Control = 0x0000

DTE XGXS (BCM8011):
Control = 0x0000 Status = 0x801f
Dev ID 0 = 0x0040 Dev ID 1 = 0x6092
Control 2 = 0x202f
Status 2 = 0x8b01

Speed Ability = 0x0001 Devices 1 = 0x001a Devices 2 = 0x0000 Status 2 = 0x8000 PKG ID 0 =
0x0000 PKG ID 1 = 0x0000 Lane Status = 0x1c0f Test Control = 0x0000

DTE XGXS (BCM8011):
Control = 0x0000 Status = 0x801f
Dev ID 0 = 0x0040 Dev ID 1 = 0x6092
Control 2 = 0x202f
Status 2 = 0x8b01

MAC (PLA):
Unicast MAC Address entries = 0

MAC (PLA) device is enabled
MAC (PLA) device is in promiscuous mode
MAC (PLA) device loopback is disabled

MAC (PLA) device MTU = 8226

8x10GE PLIM Registers:
local_regs_id = 0xa6602000 local_regs_inter_stat = 0x00000000 local_regs_inter_stat_alias
= 0x00000000 local_regs_inter_enbl_woset = 0x0000ff00 local_regs_inter_enbl_woclr =
0x0000ff00 local_regs_chip_reset = 0x00000000 local_regs_reset = 0xff000000
local_regs_misc_io = 0x00010000 sn_link_framed = 0x00000001 sn_link_crc_errors =
0x00000000 sn_link_force_reframe = 0x00000000 sn_link_error_reframe = 0x00000001
sn_link_force_error = 0x00000000 sn_link_error_cause = 0x00000000
sn_link_error_interrupt_mask = 0x00000003 channel0_control = 0x000000a6 channel1_control =

0x000000a6 channel2_control = 0x0000008e channel3_control = 0x0000008e channel4_control =
0x0000008e channel5_control = 0x000000a6 channel6_control = 0x000000a6 channel7_control =
0x0000008e

次に、show controllers TenGigE allコマンドの基本形式のサンプル出力の例を示します。
RP/0/RP0/CPU0:router# show controllers TenGigE 0/0/0/4 all
Operational data for interface TenGigE0/0/0/4:

State:
Administrative state: disabled
Operational state: Down (Reason: The optics for the port are not present)
LED state: Yellow On

Media:
Media type: Initializing, true state or type not yet known
No optics present

MAC address information:
Operational address: 001d.353b.975e
Burnt-in address: 001d.353b.975e
No unicast addresses in filter
No multicast addresses in filter

Autonegotiation disabled.

Operational values:
Speed: 10Gbps
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Duplex: Full Duplex
Flowcontrol: None
Loopback: None (or external)
MTU: 1526
MRU: 1526
Inter-packet gap: standard (12)

BERT status for TenGigE0/0/0/4:
BERT State : DISABLED
Test Pattern : None test pattern
Time Remaining : 0
Time Interval : 0
Statistics for interface TenGigE0/0/0/4 (cached values):

Ingress:
Input total bytes = 0
Input good bytes = 0

Input total packets = 0
Input 802.1Q frames = 0
Input pause frames = 0
Input pkts 64 bytes = 0
Input pkts 65-127 bytes = 0
Input pkts 128-255 bytes = 0
Input pkts 256-511 bytes = 0
Input pkts 512-1023 bytes = 0
Input pkts 1024-1518 bytes = 0
Input pkts 1519-Max bytes = 0

Input good pkts = 0
Input unicast pkts = 0
Input multicast pkts = 0
Input broadcast pkts = 0

Input drop overrun = 0
Input drop abort = 0
Input drop unknown 802.1Q = 0
Input drop other = 0

Input error giant = 0
Input error runt = 0
Input error jabbers = 0
Input error fragments = 0
Input error CRC = 0
Input error collisions = 0
Input error symbol = 0
Input error other = 0

Input MIB giant = 0
Input MIB jabber = 0
Input MIB CRC = 0

Egress:
Output total bytes = 0
Output good bytes = 0

Output total packets = 0
Output 802.1Q frames = 0
Output pause frames = 0
Output pkts 64 bytes = 0
Output pkts 65-127 bytes = 0
Output pkts 128-255 bytes = 0
Output pkts 256-511 bytes = 0
Output pkts 512-1023 bytes = 0
Output pkts 1024-1518 bytes = 0
Output pkts 1519-Max bytes = 0

Output good pkts = 0
Output unicast pkts = 0
Output multicast pkts = 0
Output broadcast pkts = 0

Output drop underrun = 0
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Output drop abort = 0
Output drop other = 0

Output error other = 0

Management information for interface TenGigE0/0/0/4:

Port number: 2
Bay number: 0
Interface handle: 0x100000c0

Config:
Auto-negotiation: Configuration not supported (Off)
Carrier delay (up): Not configured
Carrier delay (down): Not configured
Speed: Configuration not supported (10Gbps)
Duplex: Configuration not supported (Full Duplex)
Flow Control: Not configured (None)
IPG: Not configured (standard (12))
Loopback: Not configured (None)
MTU: Not configured
Soft Bandwidth: Not configured

Driver constraints:
Min MTU: 64 bytes
Max MTU: 9216 bytes
Max speed: 10Gbps
Interface type: TenGigE
Management interface: No
Promiscuous mode: Yes
Allowed config mask: 0x27b

Cached driver state:
MTU: 1522 bytes
Burnt-in MAC address: 001d.353b.975e

Bundle settings:
Aggregated: No
Bundle MTU: 1514 bytes
Bundle MAC address: 001d.353b.975e

Port FSM state:
Port is disabled, due to an admin down condition.

Complete FSM state:
Admin down
Bundle admin up
Client admin up
Client admin tx not disabled
Port disabled
Port tx disabled
Hardware link down

IDB interface state information:
IDB bundle admin up
IDB client admin up
IDB client tx admin up
IDB error disable not set

0 Unicast MAC Addresses:

0 Multicast MAC Addresses:

0 Unicast Bundle MAC Addresses:

0 Multicast Bundle MAC Addresses:

Current Data
NP(01) Version : 0003
Structure Version : 2582
XAUI Interface : B
MAC addr : 00.1d.35.3b.97.5e
RX enabled : False
TX enabled : True
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Obey Pause Frames : False
TX Pause Frames : False
Pause Re-TX Period : 3000000
Min Frame Len : 60
Max Frame Len : 1526
Ignore Errors : False
Add CRC : True
Strip CRC : True
Ignore CRC Errors : False
DMA Add CRC : False
DMA Strip CRC : False
Ignore Length Error: True
Pad Short Frames : True
Min TX IFG : 12
Min RX IFG : 4
IFG Rate Control : False
Hi Gig Mode : False
Discard Ctrl Frames: True
Enable Stats Update: True
RX Stats Int Mask : 0x00000000
TX Stats Int Mask : 0x00000000

Port Number : 2
Port Type : 10GE
Transport mode : LAN
BIA MAC addr : 001d.353b.975e
Oper. MAC addr : 001d.353b.975e
Port Available : true
Status polling is : enabled
Status events are : enabled
I/F Handle : 0x100000c0
Cfg Link Enabled : disabled
H/W Tx Enable : yes
MTU : 1526
H/W Speed : 10 Gbps
H/W Duplex : Full
H/W Loopback Type : None
H/W FlowCtrl type : None
H/W AutoNeg Enable: Off
H/W Link Defects : interface is admin down
Link Up : no
Link Led Status : Shutdown
Symbol errors : 0
Serdes version : 14.42
Input good underflow : 0
Input ucast underflow : 0
Output ucast underflow : 0
Input unknown opcode underflow: 0
Pluggable Present : no
Pluggable Type : Unknown pluggable optics
Pluggable Compl. : Not Checked
Pluggable Type Supp.: Not Checked
Pluggable PID Supp. : Not Checked
Pluggable Scan Flg: false

XFP #2 is not present

Serdes Registers and info port: 2
EDC Status : 000000050 - EDC Aquiring
Rx detected : No
Block lock : No
Tx aligned : Yes
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次に、show controllers TenGigE bertコマンドのサンプル出力の例を示します。
RP/0/RP0/CPU0:router# show controllers TenGigE 0/0/0/2 bert

BERT status for TenGigE0/0/0/2:

BERT State : DISABLED
Test Pattern : None test pattern
Time Remaining : 0
Time Interval : 0

次に、show controllers TenGigE controlコマンドのサンプル出力の例を示します。
RP/0/RP0/CPU0:router# show controllers TenGigE 0/0/0/2 control
Management information for interface TenGigE0/0/0/2:

Port number: 2
Bay number: 0
Interface handle: 0x100000c0

Config:
Auto-negotiation: Configuration not supported (Off)
Carrier delay (up): Not configured
Carrier delay (down): Not configured
Speed: Configuration not supported (10Gbps)
Duplex: Configuration not supported (Full Duplex)
Flow Control: Not configured (None)
IPG: Not configured (standard (12))
Loopback: Not configured (None)
MTU: Not configured
Soft Bandwidth: Not configured

Driver constraints:
Min MTU: 64 bytes
Max MTU: 9216 bytes
Max speed: 10Gbps
Interface type: TenGigE
Management interface: No
Promiscuous mode: Yes
Allowed config mask: 0x27b

Cached driver state:
MTU: 1522 bytes
Burnt-in MAC address: 001d.353b.975e

Bundle settings:
Aggregated: No
Bundle MTU: 1514 bytes
Bundle MAC address: 001d.353b.975e

Port FSM state:
Port is disabled, due to an admin down condition.

Complete FSM state:
Admin down
Bundle admin up
Client admin up
Client admin tx not disabled
Port disabled
Port tx disabled
Hardware link down

IDB interface state information:
IDB bundle admin up
IDB client admin up
IDB client tx admin up
IDB error disable not set

0 Unicast MAC Addresses:

0 Multicast MAC Addresses:

0 Unicast Bundle MAC Addresses:
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0 Multicast Bundle MAC Addresses:

次に、show controllers TenGigE internalコマンドのサンプル出力の例を示します。
RP/0/RP0/CPU0:router#show controllers TenGigE 0/0/0/4 internal

Port Number : 0
Port Type : 10GE
Transport mode : LAN
BIA MAC addr : 001b.53ff.a780
Oper. MAC addr : 001b.53ff.a780
Port Available : true
Status polling is : enabled
Status events are : enabled
I/F Handle : 0x0c000040
Cfg Link Enabled : tx/rx enabled
H/W Tx Enable : yes
MTU : 9112
H/W Speed : 10 Gbps
H/W Duplex : Full
H/W Loopback Type : None
H/W FlowCtrl type : None
H/W AutoNeg Enable: Off
H/W Link Defects : (0x0000) None
Link Up : yes
Link Led Status : Link up
Symbol errors : 255
Serdes version : 14.42
Input good underflow : 0
Input ucast underflow : 0
Output ucast underflow : 0
Input unknown opcode underflow: 0
Pluggable Present : yes
Pluggable Type : 10GBASE-LR
Pluggable Compl. : Compliant
Pluggable Type Supp.: Supported
Pluggable PID Supp. : Supported
Pluggable Scan Flg: false

次に、show controllers TenGigE statsコマンドのサンプル出力の例を示します。
RP/0/RP0/CPU0:router# show controllers TenGigE 0/0/0/4 stats

Statistics for interface TenGigE0/0/0/0 (cached values):

Ingress:
Input total bytes = 9614339316
Input good bytes = 9614339316

Input total packets = 106713557
Input 802.1Q frames = 0
Input pause frames = 0
Input pkts 64 bytes = 103907216
Input pkts 65-127 bytes = 2494185
Input pkts 128-255 bytes = 3410
Input pkts 256-511 bytes = 3406
Input pkts 512-1023 bytes = 2
Input pkts 1024-1518 bytes = 0
Input pkts 1519-Max bytes = 305338

Input good pkts = 106713557
Input unicast pkts = 105627141
Input multicast pkts = 1086414
Input broadcast pkts = 2

Input drop overrun = 0
Input drop abort = 0
Input drop unknown 802.1Q = 0
Input drop other = 0

Input error giant = 0
Input error runt = 0
Input error jabbers = 0
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Input error fragments = 0
Input error CRC = 0
Input error collisions = 0
Input error symbol = 0
Input error other = 0

Input MIB giant = 305338
Input MIB jabber = 0
Input MIB CRC = 0

Egress:
Output total bytes = 15202682421
Output good bytes = 15202682421

Output total packets = 107534855
Output 802.1Q frames = 0
Output pause frames = 0
Output pkts 64 bytes = 103862713
Output pkts 65-127 bytes = 2448054
Output pkts 128-255 bytes = 308716
Output pkts 256-511 bytes = 6
Output pkts 512-1023 bytes = 13
Output pkts 1024-1518 bytes = 0
Output pkts 1519-Max bytes = 915353

Output good pkts = 107534855
Output unicast pkts = 105321133
Output multicast pkts = 1298368
Output broadcast pkts = 1

Output drop underrun = 0
Output drop abort = 0
Output drop other = 0

Output error other = 0
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small-frame-padding
物理インターフェイスで小さいフレームのパティングをイネーブルにするには、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードで small-frame-paddingコマンドを使用します。小さいフレーム
のパディングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

small-frame-padding interface-path-id

nosmall-frame-padding

___________________
構文の説明

物理インターフェイスのタイプ。interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco ASR 9000イーサネットのラインカードを除く、すべてのタイプの Cisco

ASR 9000シリーズルータのラインカードのすべての物理インターフェイスに適用されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、small-frame-paddingコマンドの使用例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface hundredGigE 0/0/0/4
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# small-frame-padding
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グローバルインターフェイスコマンド

このモジュールでは、Cisco NCS 5001ルータおよび Cisco NCS 5002ルータでインターフェイス
を設定するためのグローバルコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドについて説明
します。

グローバルインターフェイスの概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco NCS 5000
シリーズルータ向けハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド』を参照して

ください。
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• clear interface, 29 ページ

• dampening, 31 ページ

• interface (global), 33 ページ

• lacp system , 35 ページ

• mtu, 37 ページ

• show im dampening, 40 ページ

• show interfaces, 44 ページ

• shutdown (global), 62 ページ
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bandwidth (global)
インターフェイスの帯域幅を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

bandwidthコマンドを使用します。

bandwidth rate

___________________
構文の説明

インターフェイスに割り当てられる帯域幅の量（kbps）。範囲は0～4294967295
です。

rate

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの帯域幅はインターフェイスタイプによって異なります。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 特定のインターフェイスのデフォルトの帯域幅を取得するには、最初にインターフェイスを起動

してから show interfacesコマンドを使用します。インターフェイスのデフォルトの帯域幅は、show
interfacesコマンドの出力に表示されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

実行interface

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、TenGigEイーサネットインターフェイスで帯域幅を設定する例を示します。

RP/0/# configure
RP/0/# interface TenGigE 0/4/1/0
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RP/0/# bandwidth 4000000
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bundle wait-while
バンドルに wait-whileタイマーの継続時間を指定するには、バンドルインターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで bundle wait-whilebundle wait-whileコマンドを使用します。待機をディ
セーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

bundle wait-while time

nobundle wait-while time

___________________
構文の説明

ミリ秒単位の待機時間。指定できる範囲は 0～ 2000です。time

___________________
コマンドデフォルト 2000ミリ秒

___________________
コマンドモード バンドルインターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用で

きない可能性がある場合は、AAA管理者に問い合わせてください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、待機時間を 20秒に設定する例を示します。

RP/0/(config-if)bundle wait-while 20
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clear interface
インターフェイスの統計情報またはパケットカウンタをクリアするには、XREXECモードでclear
interfaceコマンドを使用します。

clear interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

実行interface

読み取り、書き込みbasic-services
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___________________
例 次に、clear interfaceコマンドを使用してループバックインターフェイス 2をクリアする例を示し

ます。

RP/0/# clear interface loopback 2
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dampening
インターフェイスマネージャ（IM）クライアントで一時的または頻繁に発生するインターフェイ
スステートの変更の伝播を制限するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

dampeningコマンドを使用し、イベントダンプニングをオンにします。ダンプニングをオフにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

dampening [half-life [reuse suppress max-suppress-time]]

no dampening [half-life [reuse suppress max-suppress-time]]

___________________
構文の説明

（任意）この時間の経過後にペナルティが減少します（分単位）。インター

フェイスにペナルティを割り当てると、half-lifeの経過後にペナルティが半分
まで減少します。ペナルティの減少プロセスは5秒ごとに発生します。half-life
の範囲は 1～ 45分です。デフォルトは 1分です。

half-life

（任意）ペナルティ値がこの値を下回ると、安定しているインターフェイスの

抑制が解除されます。範囲は 1～ 20000です。デフォルト値は 750です。
reuse

（任意）ペナルティがこの限界値を超えると、インターフェイスが抑制されま

す。範囲は 1～ 20000です。この値は reuseのしきい値よりも大きくなければ
なりません。デフォルト値は 2000です。

suppress

（任意）インターフェイスを抑制できる期間の最大値（分単位）。この値は、

ペナルティ値が超えることのできない限界値として有効に機能します。デフォ

ルト値は half-lifeの 4倍です。

max-suppress-time

___________________
コマンドデフォルト デフォルトではダンプニングはオフです。dampeningコマンドを使用すると、入力していない任意

のパラメータについて、次のデフォルト値がイネーブルになります。

• half-life：1分

• reuse：750

• suppress：2000

• max-suppress-time：half-lifeの 4倍

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン イベントダンプニングを使用すると、常に不安定なインターフェイスが、一定期間安定した状態

を維持するようになるまで抑制されます。すでにダンプニングが設定されたインターフェイスで

ダンプニングをイネーブルにすると、そのインターフェイスに関連付けられたペナルティがゼロ

にリセットされます。reuseのしきい値は、必ず suppressのしきい値よりも小さくなければなりま
せん。

イベントダンプニングを設定する場合は、次の注意事項に従ってください。

•通常は、サブインターフェイスとその親の両方でダンプニングを設定する必要はありませ
ん。これは、両方のステートがほとんど常に同じであり、それぞれのインターフェイスでダ

ンプニングが同時にトリガーされるからです。

•すべてのサブインターフェイスにダンプニングが必要な場合は、メインインターフェイスだ
けにダンプニングを適用します。多くのサブインターフェイスに設定を適用すると、大量の

メモリが必要になり、ブートとフェールオーバーの際の設定の処理に必要な時間が増加しま

す。

•ダンプニングがイネーブルの場合は、インターフェイスにペナルティ値が関連付けられま
す。この値は 0から始まり、インターフェイスの基礎となるステートがアップからダウンに
変化すると 1000ずつ増加します。

•インターフェイスステートが安定していると、ペナルティ値は急激に減少します。設定され
た suppressのしきい値をペナルティ値が超えると、インターフェイスのステートが抑制にな
り、IMはその後のステートの変化を上位層に通知しなくなります。設定された reuseのしき
い値をペナルティ値が下回るまで、抑制のステートが維持されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、デフォルト値を使用してインターフェイスでダンプニングをイネーブルにする例を示しま

す。

RP/0/(config)# interface TenGigE 0/4/0/0
RP/0/(config-if))# dampening
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interface (global)
インターフェイスを設定するか、あるいは仮想インターフェイスを作成または設定するには、XR
コンフィギュレーションモードで interfaceコマンドを使用します。インターフェイスの設定を削
除するには、このコマンドの no形式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは設定されません。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン interfaceコマンドは、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始し、インターフェ

イスの設定を可能にします。仮想インターフェイスを設定すると、それまでに仮想インターフェ

イスがない場合は作成されます。

このコマンドの no形式は、仮想インターフェイスまたはサブインターフェイス（グローバルコ
ンフィギュレーションモードで作成されたインターフェイス）だけに適用されます。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、0/2/0/1にあるカードに interfaceコマンドを実行し、そのインターフェイスをインターフェ

イスコンフィギュレーションモードにする例を示します。

RP/0/(config)# interface POS 0/2/0/1
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lacp system
Link Aggregation Control Protocol（LACP）バンドルにデフォルトのシステムパラメータを設定す
るには、XRコンフィギュレーションモードで lacp systemコマンドを使用します。

lacp system{mac|priority}

___________________
構文の説明 LACPネゴシエーションでのシステムの識別に使用する一意のMACアドレス。mac

このシステムのプライオリティ。値が小さいほど、プライオリティは高くなり

ます。指定できる値の範囲は 1～ 65535です。
priority

___________________
コマンドデフォルト システムプライオリティは 32768です。MACアドレスはバックプレーンプールから自動的に割

り当てられます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用で

きない可能性がある場合は、AAA管理者に問い合わせてください。

パラメータはシステムMACアドレスと、そのシステムのプライオリティです。MACアドレスは
システムで一意である必要があります（パートナーシステムと一致している場合は LACPネゴシ
エーションが失敗します）。MACアドレスと、設定したシステムプライオリティの組み合わせ
によって、LACPバンドルのプライオリティが決まります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle
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___________________
例 次に、LACPシステムでMACアドレスを設定する例を示します。

RP/0/(config)lacp system mac 000c.15c0.bd15
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mtu
インターフェイス上のパケットの最大伝送単位（MTU）値を調整するには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで mtuコマンドを使用します。インターフェイスをこのインター
フェイスタイプのデフォルトのMTUに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mtu bytes

no mtu

___________________
構文の説明

レイヤ 2フレームの最大バイト数。有効値の範囲は 64～ 65535です。bytes

___________________
コマンドデフォルト 各インターフェイスのデフォルトのMTUは次のとおりです。

•イーサネット：1514バイト

• POS：4474バイト

•トンネル：1500バイト

•ループバック：1514バイト

• ATM：4470バイト

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン mtuコマンドを使用して、インターフェイスの特定のMTU値を設定するか、または no mtuコマ

ンドを使用して、インターフェイスをそのインターフェイスタイプのデフォルトのMTU値に戻
します。MTU値は mtuコマンドを使用して増減できますが、そのインターフェイスタイプの最
小および最大MTU値による制約を受けます。

MTU値を設定しないと、各インターフェイスは、そのインターフェイスタイプに固有のデフォ
ルトのMTU値を使用します。デフォルトのMTU値は、通常はそのインターフェイスタイプで設
定可能なレイヤ 2フレームの最大サイズです。
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ATMインターフェイスのデフォルト値または設定したMTU値には L2ヘッダーが含まれます。

MTUサイズは、SNAP（8バイト）/UX(0)/NLPID(2)ヘッダーまたはAAL5 SDUのいずれかを含む
L2ヘッダーから構成されています。AAL5 SDUには、L3データグラムと任意の論理リンク制
御/Subnetwork Access Protocol（LLC/SNAP）ヘッダーが含まれます。

イーサネットインターフェイスは、レイヤ 3ダイアグラム + 14バイトです。ATMメインイン
ターフェイスの場合は、MTUは L3データグラム + 0バイトです。

ATM L3サブインターフェイスの場合のMTUは次のとおりです。

• SNAP - L3データグラム + 8バイト

• NLPID - L3データグラム + 2バイト

• MUX - L3データg + 0バイト

•サブインターフェイスに PVCが設定されていない場合：L3データグラム + 0バイト

show interfacesコマンドを使用すると、MTU値が変更されているかどうかを確認できます。show
interfacesコマンド出力により、各インターフェイスのMTUサイズがMTU（byte）フィールドに
表示されます。表示されるMTUサイズに、各カプセル化タイプに使用するレイヤ 2のヘッダー
バイトが含まれることに注意してください。

show interfacesコマンドを使用すると、MTU値が変更されているかどうかを確認できます。
show interfacesコマンド出力により、各インターフェイスのMTUサイズがMTU（byte）フィー
ルドに表示されます。表示されるMTUサイズに、各カプセル化タイプに使用するレイヤ 2の
ヘッダーバイトが含まれることに注意してください。

（注）

プロトコルに固有の一部の設定はインターフェイスのMTUを上書きできますが、インター
フェイスでMTUを変更すると、そのインターフェイスで設定されているプロトコルとカプセ
ル化の変更がトリガーされます。たとえば、インターフェイスのMTUの設定を明確に変更し
ても IP MTUの設定には影響を与えませんが、そのノード上のMTUに影響を与えることがあ
ります。

（注）

10x10GigE CPAK（プロファイルが 8つのみの 10個のポート）の場合、10個の異なる 10GigE
ポートで 10個の異なるMTUはサポートできません。デフォルトのMTUに戻すために設定し
たMTUを変更する必要がある場合は、いずれかのプロファイルをデフォルトMTUとして予
約する必要があります。したがって、10x10g CPAKでは、7つのポートに異なるMTUサイズ
を設定し、他の 3つのポートにデフォルトのMTUサイズを設定できます。8番目のポートを
設定すると、コンフィギュレーションコマンドは成功しますが、エラーがコンソールに表示

されます。

（注）
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、すべてのインターフェイスのMTU値を確認する例を示します。MTU値は、最後から 2番

目の列に表示されます。

RP/0/# show interfaces all brief

Intf Intf LineP Encap MTU BW
Name State State Type (byte) (Kbps)

--------------------------------------------------------------------------------
Nu0 up up Null 1500 Unknown

TenGigE6/0/0/0 up up HDLC 4474 2488320
TenGigE6/0/0/1 up up HDLC 4474 2488320
TenGigE6/0/0/2 admin-down admin-down HDLC 4474 2488320
TenGigE6/0/0/3 admin-down admin-down HDLC 4474 2488320

Mg0//CPU0/0 up up ARPA 1514 100000

RP/0/# configure
RP/0/(config)# interface TenGigE 6/0/0/0
RP/0/(config-if)# mtu 1000

mtuコマンドを使用して、6/0/0/0に置かれた POSインターフェイスのMTUレイヤ 2フレームの
サイズを 1000バイトに下げた後に、show interfaces all briefコマンドをもう一度使用して、レイヤ
2フレームのサイズが変更されたことを確認します。

RP/0/# show interfaces all brief

Intf Intf LineP Encap MTU BW
Name State State Type (byte) (Kbps)

--------------------------------------------------------------------------------
Nu0 up up Null 1500 Unknown

PO6/0/0/0 up up HDLC 1000 2488320
PO6/0/0/1 up up HDLC 4474 2488320
PO6/0/0/2 admin-down admin-down HDLC 4474 2488320
PO6/0/0/3 admin-down admin-down HDLC 4474 2488320

Mg0//CPU0/0 up up ARPA 1514 100000
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show im dampening
ダンプニングが設定されているすべてのインターフェイスの状態を表示するには、XREXECモー
ドで show im dampeningコマンドを使用します。

show im dampening [interface type| ifhandle handle]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オ
ンラインヘルプ機能を使用してください。

interfacetype

（任意）IMのダンプニング情報を表示するcapsノードを識別します。ifhandlehandle

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスを指定しないと、ダンプニングされたすべてのインターフェイスの簡単な説明

が表示されます。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン インターフェイスを指定しないと、ダンプニングされたすべてのインターフェイスの簡単な説明

が表示されます。

物理ハードウェア（レイヤ 1）のみが、状態変化が発生する可能性があるインターフェイスの一
部ではありません。L2のキープアライブ障害イベントは、同様の影響を与える可能性がある数多
くのインスタンスの 1つであり、起動状態を維持している基盤のインターフェイス状態にもかか
わらずルーティングプロトコルに同様の影響を及ぼす可能性があります。このようなイベントを

考慮して、インターフェイスにダンプニングが設定されている場合はダンプニングがすべてのイ

ベントレイヤに個別に適用されます。これらすべてが同じパラメータをインターフェイスとして

使用しますが、レイヤの状態が変化した場合に増分する独自のペナルティ値があります。

このようにダンプニングされる可能性のあるカプセル化には、以下が含まれます。

• L2ベースキャップ。断続的なパケット損失などのイベントによりキープアライブが受信され
なかった場合にフラップする可能性のある HDLCや PPPなど。
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• L3カプセル化（たとえば、IPv4、IPv6）。別のリンクに競合する IPアドレスが設定されて
いる場合、これらはダウンする可能性があります。

• IPCPなどの PPP制御プロトコルの場合に、ピアルータとのネゴシエーションが実行される
他の場所。ネゴシエーションに失敗すると、capsはダウンします。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りinterface

___________________
例 次に、デフォルト値を使用して実行した show im dampeningコマンドによる出力例を示します。

RP/0/(config)# interface HundredGigE 0/4/0/0
RP/0/(config-if)# no shutdown
RP/0/(config-if)# dampening
RP/0/# show im dampening

Interface Proto Caps Penalty Suppressed

--------- ----- ---- ----------------
TenGigE0/4/0/0 0 0 0 NO

RP/0/# show im dampening interface TenGigE 0/4/0/0

TenGigE0/4/0/0 (0x05000d00)
Dampening enabled: penalty 0, not suppressed
underlying state: Up
half_life: 1 reuse: 750
suppress: 3000 max-suppress-time: 4
restart-penalty: 0

RP/0/# show interfaces TenGigE 0/4/0/0

TenGigE0/4/0/0 is up, line protocol is down
Dampening enabled: penalty 0, not suppressed
half_life: 1 reuse: 750
suppress: 3000 max-suppress-time: 4
restart-penalty: 0

Hardware is Ten Gigabit Ethernet
Description: ensoft-gsr5 TenGigE 4\2
Internet address is Unknown
MTU 4474 bytes, BW 155520 Kbit

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation HDLC, crc 16, controller loopback not set, keepalive set (10 sec)
Last clearing of "show interface" counters never
30 second input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
30 second output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec

0 packets input, 0 bytes, 0 total input drops
0 drops for unrecognized upper-level protocol
Received 0 broadcast packets, 0 multicast packets

0 runts, 0 giants, 0 throttles, 0 parity
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
48 packets output, 1504 bytes, 0 total output drops
Output 0 broadcast packets, 0 multicast packets
0 output errors, 0 underruns, 0 applique, 0 resets
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
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この出力例では、PPPベースキャップおよび IPCPとの POSインターフェイスが表示されます。
show im dampening interface <ifname>の後続の出力には、以下に示す、独自のペナルティを持つ
カプセル化のテーブルが含まれています。

RP/0/# show im dampening

Interface Protocol Capsulation Pen Sup
--------------------------- ------------------ -------------------- ----- ---
GigabitEthernet0/0/0/0 629 NO
GigabitEthernet0/0/0/1 2389 YES
POS0/2/0/0 0 NO
POS0/2/0/0 <base> ppp 0 NO
POS0/2/0/0 ipv4 ipcp 0 NO

RP/0/# show im dampening interface TenGigaE 0/1/0/0

TenGigE 0/1/0/0 (0x01180020)
Dampening enabled: Penalty 1625, SUPPRESSED (42 secs remaining)
Underlying state: Down
half-life: 1 reuse: 1000
suppress: 1500 max-suppress-time: 4
restart-penalty: 0

Protocol Capsulation Pen Suppression U-L State
-------------- ------------------ ----- --------------------- -------------
ipv6 ipv6 1625 YES 42s remaining Down

インターフェイスにダンプニングを設定すると、そのインターフェイス上のすべてのカプセル

化にも個別に適用されます。たとえば、PPPまたはHDLCのベースキャップ状態は、インター
フェイスが起動している間にキープアライブが失敗した場合でもフラップする可能性がありま

す。show im dampening interfaceコマンドでは、このようなカプセル化ごとに 1つの行とイン
ターフェイス自体が含まれています。

（注）

表 2：show im dampening のフィールドの説明

説明フィールド

not suppressed、suppressedなどのダンプニング
ステートとペナルティ値を示します。

ダンプニング

up、down、administratively downなどのインター
フェイスの基礎となる状態（インターフェイス

が「shutdown」に設定されている場合）。

underlying state

これは、インターフェイスが UPから DOWN
に移行するときにインターフェイスのペナル

ティが、元のペナルティ（1000）の半分になる
時間（分単位）です。範囲は 1～ 45分で、デ
フォルトは 1分です。

half_life
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説明フィールド

ペナルティ値がこの値を下回ると、安定してい

るインターフェイスの抑制が解除されます。範

囲は 1～ 20000で、デフォルト値は 750です。

reuse

ペナルティ値がこの値を超えると、不安定なイ

ンターフェイスが抑制されます。範囲は 1～
20000で、デフォルト値は 2000です。

suppress

インターフェイスを抑制できる期間の最大値

（分単位）。デフォルトは 4分です。
max-suppress-time

インターフェイスに割り当てられたフラップし

た場合のペナルティ。

restart-penalty
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show interfaces
ルータで設定されたすべてのインターフェイスまたは特定のノードの統計情報を表示するには、

XR EXECモードで show interfacesコマンドを使用します。

show interfaces [type interface-path-id| all| local| location node-id] [accounting| brief| description| detail|
summary]

___________________
構文の説明

（任意）統計情報を表示するイ

ンターフェイスのタイプを指定

します。詳細については、疑問

符（?）オンラインヘルプ機能
を使用してください。

type

物理インターフェイスまたは仮

想インターフェイス。

ルータ上に現在設定さ

れているすべてのイン

ターフェイスのリスト

を表示するには、

showinterfacesコマン
ドを使用します。

（注）

ルータの構文の詳細について

は、疑問符（?）を使用してオ
ンラインヘルプを参照してくだ

さい。

interface-path-id

（任意）すべてのインターフェ

イスのインターフェイスの情報

を表示します。これがデフォル

トです。

all

（任意）ローカルカードのすべ

てのインターフェイスのイン

ターフェイス情報を表示しま

す。

local

（任意）指定のノード上のすべ

てのインターフェイスに関する

情報を表示します。node-id引
数は、rack/slot/moduleの形式で
入力します。

locationnode-id
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（任意）インターフェイスを介

して送信された各プロトコルタ

イプのパケット数を表示しま

す。

アカウンティング

（任意）各インターフェイスの

簡単な情報を表示します（イン

ターフェイス 1つあたり 1
行）。

brief

（任意）各インターフェイスの

ステータス、プロトコル、およ

び説明が表示されます（イン

ターフェイス 1つあたり 1
行）。

description

（任意）各インターフェイスの

詳細な情報を表示します。これ

はデフォルトです。

detail

（任意）インターフェイスタイ

プごとにインターフェイス情報

のサマリーを表示します。

summary

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン showinterfacesコマンドは、ネットワークインターフェイスの統計情報を表示します。結果には、

インターフェイスプロセッサがスロットの順に表示されます。

たとえば、インターフェイスのタイプを指定せずに show interfacesコマンドを入力すると、ネッ
トワーキングデバイスにインストールされているすべてのインターフェイスの情報が表示されま

す。インターフェイスの type、slot、およびport引数を指定した場合に限り、特定のインターフェ
イスの情報を表示できます。
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ネットワーキングデバイスから削除されたインターフェイスタイプに対して show interfacesコマ
ンドを入力すると、エラーメッセージ「Interface not found.」が表示されます。

表示される出力は、インターフェイスが設定されているネットワークによって異なります。

Cisco IOS XR Release 3.9.0から、バンドルインターフェイスシャットダウンすると、メンバリン
クは err-disable link interface状態および admin-down line protocol状態になります。

Cisco IOS XR Release 4.2.0から、Bundle-POSインターフェイスがサポートされるようになりまし
た。

5分の入力および出力レートは、指定された 5分間における 1秒あたりのトラフィック数の概
算値だけとして使用してください。これらのレートは、5分という時間定数を使用して指数の
重み付けを適用した平均値です。時間定数の4倍の時間が、その期間における均一なトラフィッ
クストリームの瞬間レートの 2 %以内に平均値が収まるまでに経過していなければなりませ
ん。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りinterface

___________________
例 次に、show interfacesコマンドによる出力例を示します。表示される出力は、ネットワーキング

デバイス内のインターフェイスカードのタイプと数によって異なります。

RP/0/# show interfaces tenGigE 0/0/0/1

TenGigE0/0/0/1 is administratively down, line protocol is administratively down
Hardware is TenGigE, address is 0800.4539.d909 (bia 0800.4539.d909)
Description: user defined string
Internet address is Unknown
MTU 1514 bytes, BW 10000000 Kbit

reliability 255/255, txload 0/255, rxload 0/255
Encapsulation ARPA,
Full-duplex, 10000Mb/s, LR
output flow control is off, input flow control is off
loopback not set
ARP type ARPA, ARP timeout 01:00:00
Last clearing of "show interface" counters never
5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec

0 packets input, 0 bytes, 0 total input drops
0 drops for unrecognized upper-level protocol
Received 0 broadcast packets, 0 multicast packets

0 runts, 0 giants, 0 throttles, 0 parity
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
0 packets output, 0 bytes, 0 total output drops
Output 0 broadcast packets, 0 multicast packets
0 output errors, 0 underruns, 0 applique, 0 resets
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
0 carrier transitions
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次に、shutdownコマンドを使用してバンドルインターフェイスを管理上シャットダウンした後の
リンクインターフェイスのステータスが「err-disable」で、ラインプロトコルステートが
「admin-down」のバンドルメンバリンクの例を示します。

RP/0/# show interfaces brief

Thu May 6 06:30:55.797 DST

Intf Intf LineP Encap MTU BW
Name State State Type (byte) (Kbps)

--------------------------------------------------------------------------------
BE16 admin-down admin-down ARPA 9216 1000000

BE16.160 up up 802.1Q VLAN 9220 1000000
BE16.161 up up 802.1Q VLAN 9220 1000000
BE16.162 up up 802.1Q VLAN 9220 1000000
BE16.163 up up 802.1Q VLAN 9220 1000000

Lo0 up up Loopback 1500 Unknown
Nu0 up up Null 1500 Unknown

tt44190 up up TUNNEL 1500 Unknown
tt44192 up up TUNNEL 1500 Unknown
tt44194 up up TUNNEL 1500 Unknown
tt44196 up up TUNNEL 1500 Unknown

Mg0/RSP0/CPU0/0 up up ARPA 1514 100000
Mg0/RSP0/CPU0/1 admin-down admin-down ARPA 1514 10000

Gi0/1/0/0 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/1 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/2 up up ARPA 9014 1000000
Gi0/1/0/3 up up ARPA 9014 1000000

Gi0/1/0/3.160 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/3.161 up up 802.1Q VLAN 9018 1000000
Gi0/1/0/3.185 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/3.189 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/3.215 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000

Gi0/1/0/4 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/5 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/6 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/7 up up ARPA 9014 1000000

Gi0/1/0/7.185 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/7.187 up up 802.1Q VLAN 9014 1000000
Gi0/1/0/7.189 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/7.210 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/7.211 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/7.215 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000

Gi0/1/0/8 up up ARPA 9014 1000000
Gi0/1/0/9 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/10 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/11 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/12 up up ARPA 9216 1000000
Gi0/1/0/13 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/14 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/15 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/16 up up ARPA 9216 1000000
Gi0/1/0/17 up up ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/18 up up ARPA 9216 1000000
Gi0/1/0/19 up up ARPA 9014 1000000

Gi0/1/0/19.2127 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000
Gi0/1/0/19.2130 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000

Gi0/1/0/20 up up ARPA 9014 1000000
Gi0/1/0/20.2125 up up 802.1Q VLAN 9022 1000000

Gi0/1/0/21 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/22 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/23 up up ARPA 9216 1000000
Gi0/1/0/24 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/25 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/26 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/27 up up ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/28 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/29 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/30 up up ARPA 9014 1000000

Gi0/1/0/30.215 up up 802.1Q VLAN 9018 1000000
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Gi0/1/0/31 up up ARPA 9014 1000000
Gi0/1/0/32 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/33 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/34 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/35 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/36 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/37 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/38 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Gi0/1/0/39 admin-down admin-down ARPA 1514 1000000
Te0/4/0/0 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/1 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/2 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/3 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/4 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/5 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/6 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/4/0/7 err-disable admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/6/0/0 admin-down admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/6/0/1 admin-down admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/6/0/2 admin-down admin-down ARPA 1514 10000000
Te0/6/0/3 admin-down admin-down ARPA 1514 10000000

表 3：show interfaces のフィールドの説明

説明フィールド

現在のインターフェイスの名前

を表示します。この例では、イ

ンターフェイス名は

TenGigE0/1/0/1です。

インターフェイス名

インターフェイスのステートを

表示します。この例では、イン

ターフェイスのステートは

administratively downです。

インターフェイスの状態
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説明フィールド

Interface state transitions
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説明フィールド

インターフェイスの状態が変化

した回数を表示します。

（注） • Interface state
transitionsコマン
ドは、インター

フェイスが起動

状態を維持して

いる場合にのみ

カウントしま

す。ラインプロ

トコルがフラッ

プした場合はカ

ウントされませ

ん。

•ラインプロトコ
ルステートがup
から
down/admin-down
へ、または
admin-down/down
からupへと状態
変化したとき

に、Interface
state transitionsは
状態をカウント

します。イン

ターフェイスが

downから
admin-downへ、
または

admin-downから
downへ状態が変
化した場合、カ

ウンタは増分さ

れません。

• clear
state-transitions
コマンドを使用

して、現在のカ

ウンタまたはす

べてのインター

フェイスのカウ

ンタをクリアし
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説明フィールド

ます。

レイヤ 2のラインプロトコル
のステートを表示します。キー

プアライブ障害によってレイヤ

2が停止した場合などには、こ
のフィールドがインターフェイ

スステートと異なることがあ

ります。

ラインプロトコルス

テートは、show ip
interfacesコマンドに
よって表示されるプ

ロトコルステートと

は異なります。これ

は、レイヤ3（IPプロ
トコル）ではなく、

レイヤ2（メディア）
の状態であるからで

す。

（注）

line protocol state

現在のハードウェアタイプを

表示します。

ハードウェア

レイヤ 2のアドレス（イーサ
ネットインターフェイスでは

MACアドレス）を表示しま
す。

ハードウェアのアド

レスを設定するに

は、mac-addressコマ
ンドを入力します。

（注）

address is n.n.n.n/n

インターフェイスのバーンドイ

ンアドレス（BIA）を表示しま
す。BIAは、インターフェイス
のデフォルトの L2（MAC）ア
ドレスです。

BIAは設定できませ
ん。

（注）

bia
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説明フィールド

インターフェイスに関連付けら

れたユーザ定義の文字列を表示

します。

インターフェイスに

関連付けられた説明

を設定するには、

descriptionコマンド
を使用します。

（注）

説明

インターフェイスのレイヤ 3
（IP）アドレスを表示します。

インターフェイスの

インターネットアド

レスを設定するに

は、ipv4 addressコマ
ンドを使用します。

（注）

インターネットアドレス

インターフェイスの最大伝送単

位（MTU）を表示します。
MTUは、インターフェイスを
介して送信できる最大パケット

サイズです。

MTUフィールドはイ
ンターフェイスの

MTUを示します。レ
イヤ 3レベルの下位
のMTU値を設定する
には、mtuコマンド
を入力します。

（注）

MTU

インターフェイスの帯域幅を

kbps単位で表示します。
BW

ドロップされない、エラーが発

生していないパケットの割合を

表示します。

reliabilityは 255を分
母とする分数として

表示されます。

（注）

信頼性
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説明フィールド

インターフェイスからのトラ

フィックを帯域幅の割合として

示します。

txloadは 255を分母
とする分数として表

示されます。

（注）

txload

インターフェイスへのトラ

フィックを帯域幅の割合として

示します。

rxloadは 255を分母
とする分数として表

示されます。

（注）

rxload

インターフェイスにインストー

ルされたレイヤ 2のカプセル
化。

カプセル化

巡回冗長検査（CRC）の長さを
バイト単位で示します。

CRCはすべてのイン
ターフェイスタイプ

について表示はされ

ません。

（注）

CRCを設定するに
は、pos crcコマンド
を入力します。

（注）

CRC

ハードウェアがループバックす

るように設定されているかどう

かを示します。

ループバックまたは

コントローラループ

バックを設定するに

は、loopbackコマン
ドを入力します。

（注）

loopback or controller loopback
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説明フィールド

設定されているキープアライブ

値を秒単位で表示します。

keepaliveフィールド
の値を設定するに

は、keepaliveコマン
ドを入力します。

（注）

keepaliveフィールド
は、適用されないイ

ンターフェイスタイ

プについては表示さ

れません。

（注）

Keepalive（キープアライブ）

リンクの通信方式を表示しま

す。

このフィールドは共

有メディアだけに表

示されます。

（注）

一部のインターフェ

イスタイプでは、

full-duplexコマンドと
half-duplexコマンド
を入力して通信方式

を設定できます。

（注）

Duplexity

リンクの速度と帯域幅（Mbps
単位）。このフィールドは、

media情報行の他の部分も表示
されている場合に限り表示され

ます（「duplexity」と「media
type」を参照）。

速度

インターフェイスのメディア

タイプ。

メディアタイプ

インターフェイスで出力フロー

制御がイネーブルになっている

かどうか。

output flow control

「output flow control」を参照し
てください。

input flow control
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説明フィールド

インターフェイスで使用されて

いるアドレスレゾリューショ

ンプロトコル（ARP）タイプ。
この値は、ARPを使用してい
ないインターフェイスタイプ

には表示されません。

ARP type

ARPタイムアウト
（hours:mins:secs）。この値
は、arp timeoutコマンドを使
用して設定できます。

ARPタイムアウト

arp timeout execコマンドを使用
して最後にカウンタをクリアし

てからの経過時間

（hours:mins:secs）。

Last clearing of counters
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説明フィールド

最後の 5分間で 1秒あたりに受
信したビットおよびパケットの

平均数。インターフェイスが無

差別モードでない場合は、（す

べてのネットワークトラフィッ

クではなく）送受信したネット

ワークトラフィックを検知し

ます。

コマンド出力で参照

する 5分間は、この
インターフェイスで

設定できる負荷イン

ターバルです。デ

フォルト値は 5分で
す。

（注）

5分の入力は、指定さ
れた 5分間における
1秒あたりのトラ
フィック数の概算値

だけとして使用して

ください。このレー

トは、5分という時間
定数を使用して指数

の重み付けを適用し

た平均値です。この

平均値が該当期間中

の均一なトラフィッ

クストリームについ

て瞬間速度の2%以内
に収まるまでに、こ

の時間定数の 4倍の
期間が経過する必要

があります。

（注）

5 minute input rate
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説明フィールド

最後の 5分間で 1秒あたりに送
信したビットおよびパケットの

平均数。インターフェイスが無

差別モードでない場合は、（す

べてのネットワークトラフィッ

クではなく）送受信したネット

ワークトラフィックを検知し

ます。

コマンド出力で参照

する 5分間は、この
インターフェイスで

設定できる負荷イン

ターバルです。デ

フォルト値は 5分で
す。

（注）

5分の出力は、指定さ
れた 5分間における
1秒あたりのトラ
フィック数の概算値

だけとして使用して

ください。このレー

トは、5分という時間
定数を使用して指数

の重み付けを適用し

た平均値です。この

平均値が該当期間中

の均一なトラフィッ

クストリームについ

て瞬間速度の2%以内
に収まるまでに、こ

の時間定数の 4倍の
期間が経過する必要

があります。

（注）

5 minute output rate

インターフェイス上で受信さ

れ、上位層に正常に配信された

パケット数。

packets input

インターフェイス上で正常に受

信されたバイトの総数。

bytes input
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説明フィールド

受信後にドロップされたパケッ

トの総数。ここには、設定され

ているQuality of Service（QoS）
またはアクセスコントロール

リスト（ACL）ポリシーが原因
でドロップされたパケットも含

まれます。不明なレイヤ3プロ
トコルによるドロップは含まれ

ません。

total input drops

インターフェイスで必要なプロ

トコルが設定されていなかった

ために配信できなかったパケッ

トの総数。

drops for unrecognized upper-level protocol

インターフェイスで受信された

レイヤ 2ブロードキャストパ
ケットの総数。これは、入力パ

ケットカウントの総数のサブ

セットです。

Received broadcast packets

インターフェイスで受信された

レイヤ2マルチキャストパケッ
トの総数。これは、入力パケッ

トカウントの総数のサブセッ

トです。

Received multicast packets

小さすぎて処理できなかった受

信パケット数。これは、入力エ

ラーカウントのサブセットで

す。

runts

大きすぎて処理できなかった受

信パケット数。これは、入力エ

ラーカウントのサブセットで

す。

giants

（入力キューがいっぱいだった

ために）スロットリングが原因

でドロップされたパケット数。

throttles

パリティチェックに失敗した

ためにドロップされたパケット

数。

parity

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマン
ドリファレンス

58

グローバルインターフェイスコマンド

show interfaces



説明フィールド

エラーが含まれていたために配

信できない受信パケットの総

数。この値を、エラーが含まれ

ないにもかかわらず配信されな

かったパケットの数を示す total
input dropsと比較してくださ
い。

input errors

CRCチェックに失敗したパケッ
ト数。

CRC

不良フレームバイトを持つパ

ケット数。

frame

インターフェイスで発生した

オーバランエラーの数。オー

バランは、入力レートがレシー

バのデータ処理能力を超えてい

るためにレシーバハードウェ

アが受信データをハードウェア

バッファに送信できない回数を

表します。

overrun

無視されたパケットエラーの

総数。無視されたパケットは、

インターフェイスハードウェ

アに十分な内部バッファがない

ためにドロップされたパケット

です。ブロードキャストストー

ムおよびノイズのバーストに

よって無視されるパケットの数

が増えることがあります。

ignored

インターフェイス上の中断エ

ラーの総数。

abort

インターフェイス上で受信さ

れ、上位層に正常に配信された

パケット数。

packets output

インターフェイス上で正常に受

信されたバイトの総数。

bytes output
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説明フィールド

送信前にドロップされたパケッ

ト数。

total output drops

インターフェイスで送信された

レイヤ 2ブロードキャストパ
ケットの総数。これは、入力パ

ケットカウントの総数のサブ

セットです。

Received broadcast packets

インターフェイスで送信された

レイヤ2マルチキャストパケッ
トの総数。これは、入力パケッ

トカウントの総数のサブセッ

トです。

Received multicast packets

入力レートがレシーバのデータ

処理能力を超えたためにレシー

バハードウェアが受信データ

をハードウェアバッファに送

信できなかった回数。

output errors

インターフェイスで発生したア

ンダーランエラーの数。アン

ダーランは、出力レートがトラ

ンスミッタのデータ処理能力を

超えているためにハードウェア

がデータをハードウェアバッ

ファに送信できない回数を表し

ます。

underruns

アップリケエラーの数。applique

ハードウェアがリセットされた

回数。このイベントのトリガー

と効果はハードウェアによって

異なります。

resets

MEMD共有メモリの不足が原
因で出力ホールドキューから

パケットが出力されなかった回

数。

output buffer failures
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説明フィールド

出力キューがいっぱいになって

いるときにメインメモリに保

存されるパケット数。バッファ

をメインメモリに切り替える

と、出力で輻輳しているときの

パケットのドロップを防止でき

ます。バーストトラフィック

では、この数値は大きくなりま

す。

output buffers swapped out

シリアルインターフェイスの

キャリア検知（CD）信号のス
テートが変化した回数。

carrier transitions
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shutdown (global)
インターフェイスをディセーブルにする（インターフェイスを強制的に管理上のダウン状態にす

る）には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで shutdownコマンドを使用します。
シャットダウンされたインターフェイスをイネーブルにするには、このコマンドのno形式を使用
します。

shutdown

no shutdown

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト このインターフェイスはデフォルトではイネーブルになり、シャットダウンを設定した場合に限

りディセーブルになります。

システムにインターフェイスを追加すると、またはインターフェイスのすべての設定が失われ

るか削除されると、インターフェイスを追加したシステムによってインターフェイスがシャッ

トダウンステートになります。

（注）

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン インターフェイスのステートを管理上のダウン状態にするには、shutdownコマンドを使用します。

このステートでは、インターフェイスを通過するトラフィックが停止します。このステートでは、

設定、プロトコル、カプセル化の変更など、インターフェイス上の他の処理は停止しません。

shutdownコマンドにより、インターフェイスは使用不可とマーキングされます。インターフェイ
スステートがダウンしているかどうかを確認するには、XR EXECモードで show interfacesコマン
ドを使用すると、インターフェイスの現在のステートが表示されます。シャットダウンされたイ

ンターフェイスは、show interfacesコマンドの出力に administratively downと表示されます。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次の例では、TenGigEインターフェイス 0/4/0/2はオフです。

RP/0/(config)# interface TenGigE 0/4/0/2
RP/0/(config-if)# shutdown
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リンクバンドリングコマンド

このモジュールでは、Cisco NCS 5001ルータおよび Cisco NCS 5002ルータでリンクバンドルイ
ンターフェイスを設定するためのコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドについて説
明します。

リンクバンドルインターフェイスの概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco NCS
5000シリーズルータ向けハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド』を参
照してください。

• bundle-hash, 67 ページ

• bundle id, 72 ページ

• bundle maximum-active links, 74 ページ

• bundle minimum-active bandwidth, 76 ページ

• bundle port-priority, 78 ページ

• clear lacp counters, 80 ページ

• interface (bundle), 82 ページ

• lacp fast-switchover, 84 ページ

• lacp non-revertive, 86 ページ

• lacp packet-capture, 87 ページ

• mlacp node, 90 ページ

• mlacp system priority, 91 ページ

• show bundle brief, 93 ページ

• show bundle, 97 ページ

• show lacp bundle, 114 ページ

• show lacp counters, 117 ページ

• show lacp io, 119 ページ
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• show lacp packet-capture, 122 ページ

• show lacp port, 124 ページ

• show lacp system-id, 127 ページ

   Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマン
ドリファレンス

66

リンクバンドリングコマンド



bundle-hash
ロードバランシング機能によって分散された、マルチリンクインターフェイスバンドルのメン

バリンクの送信元と宛先の IPアドレスを表示するには、で bundle-hashコマンドを使用します。

bundle-hash {Bundle-Ether bundle-id}

___________________
構文の説明

ロードバランシングを計算するイーサネットバンドルを指定しま

す。指定できる値の範囲は 1～ 65535です。
Bundle-Etherbundle-id

特定のバンドルを識別する 1～ 65535の番号です。ibundle-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン バンドルインターフェイストラフィックは、ハッシュ関数に従ってバンドルのさまざまなメンバ

リンクに分散されます。bundle-hashコマンドを使用すると、トラフィックの特定のフローを伝送
するバンドルメンバリンクを特定できます。

bundle-hashコマンドを使用すると、次の情報を取得できます。

•指定した送信元/宛先アドレスのペアに使用されているメンバ（たとえば、10.10.10.120.20.20.1
など）

bundle-hashコマンドはシリーズ全体の中で考えられるすべての IPアドレスを表示するわけではあ
りません。バンドルのすべてのメンバのすべてのアドレスをいったん表示した後は、アドレスの

表示を停止します。

bundle-hashコマンドは、オプションの選択を最初に要求するユーティリティを呼び出します。こ
のユーティリティは、選択したオプションに基づいて、さらにオプションを選択するように要求

します。最初に選択するオプションは次のとおりです。

• L3/3タプルまたは L4/7タプル
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•単一ペアまたは範囲

• IPv4または IPv6

bundle-hashコマンドユーティリティは、次のオプションを選択するように要求します。

• Specify load-balance configuration (L3/3-tuple or L4/7-tuple) (L3,L4):

• Single SA/DA pair (IPv4,IPv6) or range (IPv4 only): S/R [S]:

• Enter bundle type IP V4 (1) or IP V6 (2):

• Enter source IP V4 address:

• Enter destination IP V4 address:

• Compute destination address set for all members?[y/n]:

• Enter subnet prefix for destination address set:

• Enter bundle IP V4 address [10.10.10.10]:

また、選択した内容に応じて、さらにオプションを選択するように要求される場合もあります。

show bundleコマンドを使用すると、IPアドレスの情報を取得できます。

次の表に、選択した項目それぞれに指定する必要があるオプションおよび情報の一般的な概要を

示します。実際に指定する必要がある情報は、選択した内容によって異なり、次の表に示した情

報とは異なる場合があります。

表 4：bundle-hash コマンドのオプション

指定する必要がある情報オプション

L3情報：

•送信元 IPアドレス

•宛先 IPアドレス

•宛先サブネットのプレフィックス

•バンドル IPアドレス

L3/3-tuple
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指定する必要がある情報オプション

L3情報：

•送信元 IPアドレス

•宛先 IPアドレス

•プロトコル

L4情報：

•送信元ポート

•宛先ポート

プラットフォーム関連情報：

•ルータ ID

•入力インターフェイス

L4/7-tuple

単一の送信元ポートと宛先ポートの情報。ユー

ティリティはこの情報を使用してハッシュを計

算し、ユーザが指定した物理/バンドルリンク
間のバンドルロードバランスの配分を表示しま

す。

デフォルトはシングルモードです。

シングルモードでは、次のプロンプトが表示さ

れる場合があります。

Single pair

セットごとのパケットフローを生成する送信元

アドレスと宛先アドレスのセットについての情

報。ユーティリティはこの情報を使用して生成

されたパケットフローのハッシュを計算し、

ユーザが指定した出力メンバリンク/バンドル
インターフェイスと、各リンク上のパケットフ

ロー数を表示します。

Range

IPv4アドレスIPv4

IPv6アドレスIPv6

Compute destination address set for all members [y|n]:
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yを入力すると、宛先サブネット内に複数のサンプル IPv4アドレスが生成され、サンプルアドレ
スごとにリンクが計算されます。この計算時に、宛先ネットワークアドレスが宛先 IPv4アドレス
とサブネットプレフィクスから取得されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle

___________________
例 次に、3タプルハッシュアルゴリズム、単一の送信元と宛先、および IPv4アドレスを使用して、

リンクバンドル（bundle-ether 28）のメンバ全体にわたるロードバランシングを計算する例を示
します。

RP/0/# bundle-hash bundle-ether 28

Specify load-balance configuration (L3/3-tuple or L4/7-tuple) (L3,L4): l3
Single SA/DA pair (IPv4,IPv6) or range (IPv4 only): S/R [S]: s

Enter bundle type IP V4 (1) or IP V6 (2): 1
Enter source IP V4 address: 10.12.28.2
Enter destination IP V4 address: 10.12.28.1
Compute destination address set for all members? [y/n]: y
Enter subnet prefix for destination address set: 8
Enter bundle IP V4 address [10.12.28.2]: 10.12.28.2

Link hashed to is GigabitEthernet0/6/5/7

Destination address set for subnet 10.0.0.0:
10.0.0.6 hashes to link GigabitEthernet0/1/5/6
10.0.0.8 hashes to link GigabitEthernet0/6/5/5
10.0.0.12 hashes to link GigabitEthernet0/6/5/6
10.0.0.2 hashes to link GigabitEthernet0/6/5/7
10.0.0.1 hashes to link GigabitEthernet0/1/5/7

次に、3タプルハッシュアルゴリズム、送信元と宛先の範囲、および IPv4アドレスを使用して、
リンクバンドル（bundle-ether 28）のメンバ全体にわたるロードバランシングを計算する例を示
します。

RP/0/# bundle-hash bundle-ether 28

Specify load-balance configuration (L3/3-tuple or L4/7-tuple) (L3,L4): l3
Single SA/DA pair (IPv4,IPv6) or range (IPv4 only): S/R [S]: r

Maximum number of flows (num src addr * num dst addr): 65536

Enter first source IP address: 10.12.28.2
Enter subnet prefix for source address set: 8
Enter number of source addresses (1-245): 20
Enter source address modifier (1-12) [def:1]: 5

Enter destination IP address: 10.12.28.1
Enter subnet prefix for destination address set: 8
Enter number of destination addresses (1-245): 20

Enter destination address modifier (1-12) [1]: 5
Many to many (M) or simple pairs (S)? [M]: s
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Calculating simple pairs...

Total number of hits 20
Member GigabitEthernet0/1/5/6 has 6 hits
Member GigabitEthernet0/6/5/5 has 2 hits
Member GigabitEthernet0/6/5/6 has 2 hits
Member GigabitEthernet0/6/5/7 has 9 hits
Member GigabitEthernet0/1/5/7 has 1 hits

次に、7タプルハッシュアルゴリズム、単一の送信元と宛先、および IPv4アドレスを使用して、
リンクバンドル（bundle-ether 202）のメンバ全体にわたるロードバランシングを計算する例を示
します。

RP/0/# bundle-hash bundle-ether 202

Specify load-balance configuration (L3/3-tuple or L4/7-tuple) (L3,L4): l4
Single SA:SP/DA:SP pair (IPv4,IPv6) or range (IPv4 only): S/R [S]: s

Enter bundle type IP V4 (1) or IP V6 (2): 1
Enter source IP V4 address: 172.20.180.167
Enter destination IP V4 address: 172.30.15.42

Ingress interface --
- physical interface format: [ GigabitEthernet | TenGigE ]R/S/I/P
- bundle interface format: [ Bundle-Ether]bundle-id
Enter ingress interface: GigabitEthernet0/2/0/3

Enter L4 protocol (TCP,UDP,SCTP,L2TPV3,NONE): UDP
Enter src port: 1000
Enter destination port: 2000

Compute destination address set for all members? [y/n]: n

S/D pair 172.20.180.167:1000/172.30.15.42:2000 -- Link hashed to is GigabitEthernet0/3/3/6

Another? [y]: y

Enter bundle type IP V4 (1) or IP V6 (2): 1
Enter source IP V4 address [172.20.180.167]: 172.20.180.167
Enter destination IP V4 address [172.30.15.42]: 172.30.15.42

Ingress interface --
- physical interface format: [GigabitEthernet | TenGigE ]R/S/I/P
- bundle interface format: [ Bundle-Ether ]bundle-id
Enter ingress interface [GigabitEthernet0/2/0/3]: GigabitEthernet0/2/0/3

Enter L4 protocol (TCP,UDP,SCTP,L2TPV3,NONE) [udp]: UDP
Enter src port [1000]: 1000
Enter destination port [2000]: 2000

Compute destination address set for all members? [y/n]: y
Enter subnet prefix for destination address set: 24
Enter bundle IP V4 address [172.20.180.167]: 209.165.200.225

S/D pair 172.20.180.167:1000/172.30.15.42:2000 -- Link hashed to is GigabitEthernet0/3/3/6

Destination address set for subnet 172.30.15.0:
S/D pair 172.20.180.167:1000/172.30.15.1:2000 hashes to link GigabitEthernet0/3/3/6
S/D pair 172.20.180.167:1000/172.30.15.6:2000 hashes to link GigabitEthernet0/2/0/1
S/D pair 172.20.180.167:1000/172.30.15.3:2000 hashes to link GigabitEthernet0/2/0/2
S/D pair 172.20.180.167:1000/172.30.15.5:2000 hashes to link GigabitEthernet0/0/3/0

Another? [y]: n

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス

71

リンクバンドリングコマンド

bundle-hash



bundle id
集約されたインターフェイス（またはバンドル）にポートを追加するには、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードで bundle idコマンドを入力します。

bundle id bundle-id [mode {active| on| passive}]

no bundle id bundle-id

___________________
構文の説明

ポートを追加するバンドルの番号（1 ~ 65535）。bundle-id

（任意）操作モードを指定します。指定できる値は次のとおりです。

• active：ポート上で Link Aggregation Control Protocol（LACP）をアクティブモー
ドで実行するには、modeactiveキーワードを使用します。activeを指定すると、
LACPによってポートに互換性があると判断された場合に、ポートがバンドルに
追加され、アクティブ化されます。

• on：LACPが実行されていないポート上にEtherChannelリンクを設定するには、
mode onキーワードを使用します。

• passive：ポート上でLACPをパッシブモードで実行するには、modepassiveキー
ワードを使用します。passiveを指定すると、リンクのもう一方の終端でアクティ
ブ LACPが使用されている場合に限り、LACPパケットが送信されます。LACP
パケットが交換され、ポートの互換性が確保されると、リンクがバンドルに追

加され、アクティブ化されます。

mode

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの設定は mode onです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン bundle idコマンドを入力し、バンドルにすでにバインドされているポートを指定した場合、その

ポートは元のバンドルからバインドが解除され、新しいバンドルにバインドされます。バンドル
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番号が同じである場合、ポートのバインドは解除されませんが、モードは bundle idコマンドで指
定したモードに変更されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

___________________
例 次に、ポートをバンドルに追加する例を示します。

RP/0/(config)# interface tenGigE 0/1/5/0
RP/0/(config-if)# bundle id 1

次に、アクティブ LACPポートを集約されたインターフェイス（またはバンドル）に追加する例
を示します。

RP/0/(config)# interface tenGigE 0/6/5/7
RP/0/(config-if)# bundle id 5 mode active
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bundle maximum-active links
アクティブリンクと、アクティブリンクに障害が発生した場合にただちにバンドルの役割を引き

継ぐことができるスタンバイモードのリンクを 1つずつ指定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで bundlemaximum-active linksコマンドを使用します。デフォルトの最
大アクティブリンク値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

bundle maximum-active links links

no bundle maximum-active links links

___________________
構文の説明

指定したバンドルで起動状態にするアクティブリンクの数。プラットフォームで

サポートされている最大数まで指定できます。指定できる範囲は 1～ 64です。
links

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン bundle maximum-active linksコマンドは、LACPが実行されていないバンドルに対してのみサポー

トされます。

• Link Aggregation Control Protocol（LACP）を実行しており hot-standbyオプションが実装さ
れている。

• LACPを実行していない。

bundle maximum-active linksコマンドを実行すると、バンドル内で最もプライオリティが高いリン
クのみがアクティブになります。プライオリティは、bundle port-priorityコマンドの値に基づいて
決定されます（値が小さいほど、プライオリティが高くなります）。したがって、アクティブに

するリンクに高いプライオリティを設定することを推奨します。

•同じオプションを使用している別の Cisco IOS XRデバイス。
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• IEEE標準ベースのスイッチオーバーを使用している別のデバイス（スタンバイリンク上で
ピアがトラフィックを送信するなど、予期せぬ動作が発生する可能性があるため、このオプ

ションの使用は推奨しません）。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

___________________
例 次に、特定のバンドルを起動状態にするために必要なアクティブリンクの数を設定する例を示し

ます。この例では、イーサネットバンドル 5を起動状態にするために必要なアクティブリンクの
数を 2に設定しています。

RP/0/(config)# interface Bundle-Ether 5
RP/0/(config-if)# bundle maximum-active links 1
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bundle minimum-active bandwidth
ユーザが特定のバンドルを起動状態にするために必要な最小帯域幅を設定するには、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードで bundle minimum-active bandwidthコマンドを使用します。

bundle minimum-active bandwidth kbps

___________________
構文の説明

バンドルを起動状態にするために必要な最小帯域幅。指定できる最小値は 1で、
最大値は 8つの TenGigabitEthernetインターフェイスの帯域幅の合計に等しい数値
です。

kbps

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの設定は kbps = 1です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このモジュールのコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付け

られているユーザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコ

マンドを使用できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

___________________
例 次に、ユーザが特定のバンドルを起動状態にするために必要な最小帯域幅を設定する例を示しま

す。この例では、イーサネットバンドル 1を起動状態にするために必要な最小帯域幅を 620000
に設定しています。

RP/0/(config)# interface Bundle-Ether 1
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RP/0/(config-if)# bundle minimum-active bandwidth 620000
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bundle port-priority
ポートにLinkAggregationControl Protocol（LACP）プライオリティを設定するには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで bundle port-priorityコマンドを入力します。デフォルトの
LACPプライオリティ値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

bundle port-priority priority

no bundle port-priority priority

___________________
構文の説明

このポートのプライオリティ。値が小さいほど、プライオリティは高くなりま

す。priority引数を数値に置き換えます。範囲は 1～ 65535です。
priority

___________________
コマンドデフォルト priority: 32768

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン LACPプライオリティ値はポート IDの一部を形成し、ピアとの間で交換される LACPパケットに

格納されて送信されます。ピアは、LACPパケットを使用して、指定されたポートがバンドルへ
のトラフィックを伝送する必要があるかどうかを判断します。

Multi-Gigabit Service Control Point（MGSCP）では、bundle port-priorityコマンドが現用リンクに適
用されます。

LACP値が小さいほど、ポートの LACPプライオリティは高くなります。（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle
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___________________
例 次に、ポートに LACPプライオリティを設定する例を示します。

RP/0/# config
RP/0/(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/1
RP/0/(config-if)# bundle port-priority 1
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clear lacp counters
すべてのバンドルのすべてのメンバ、特定のバンドルのすべてのメンバ、または特定のポートの

Link Aggregation Control Protocol（LACP）カウンタをクリアするには、で clear lacp countersコマン
ドを入力します。

clear lacp counters [bundle Bundle-Ether bundle-id| port {GigabitEthernet interface-path-id| TenGigE
interface-path-id}]

___________________
構文の説明

（任意）バンドルのすべてのメンバの LACPカウンタをクリアします。bundle

（任意）イーサネットバンドル。node-id引数を使用して、クリアするLACP
カウンタのノード ID番号を指定します。範囲は 1～ 65535です。

Bundle-Ethernode-id

（任意）指定したバンドルまたはインターフェイスのすべてのLACPカウン
タをクリアします。

port

（任意）ギガビットイーサネットインターフェイス。interface-path-id引数
を使用して、クリアする LACPカウンタがあるギガビットイーサネットイ
ンターフェイスを指定します。

GigabitEthernet

（任意）10ギガビットイーサネットインターフェイス。interface-path-id引
数を使用して、クリアする LACPカウンタがある 10ギガビットイーサネッ
トインターフェイスを指定します。

TenGigE

（任意）Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイス。interface-path-id
引数を使用して、クリアする LACPカウンタがある POSインターフェイス
を指定します。

POS

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。
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___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このモジュールのコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付け

られているユーザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコ

マンドを使用できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

実行bundle

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、LCAPカウンタをクリアする例を示します。

RP/0/# clear lacp counters
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interface (bundle)
新しいバンドルを作成し、そのバンドルでインターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始するには、XRコンフィギュレーションモードで interface (bundle)コマンドを使用します。バン
ドルを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

interface Bundle-Ether bundle-id

no interface Bundle-Ether bundle-id

___________________
構文の説明

イーサネットバンドルインターフェイスを指定または作成します。Bundle-Ether

特定のバンドルを識別する 1～ 65535の番号です。bundle-id

___________________
コマンドデフォルト バンドルインターフェイスは設定されません。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このモジュールのコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付け

られているユーザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコ

マンドを使用できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle
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___________________
例 次に、イーサネットバンドルを作成し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始する例を示します。

RP/0/# config
RP/0/(config)# interface Bundle-Ether 3
RP/0/(config-if)#

次に、新しい POSバンドルを作成し、インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始
する例を示します。

RP/0/(config)# interface Bundle-POS 10
RP/0/(config-if)#
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lacp fast-switchover
LACP状態マシンの wait-whileタイマーをディセーブルにするには、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで lacp fast-switchoverコマンドを使用します。wait-whileタイマーを再びイ
ネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

lacp fast-switchover

no lacp fast-switchover

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト LACP状態マシンの wait-whileタイマーはイネーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン LACPが動作するメンバリンクを持つバンドル上で1:1のリンク保護をイネーブルにすると（bundle

maximum-active linksコマンドの値に 1を設定）、LACP状態マシンの wait-whileタイマーを任意
でディセーブルにできます。このタイマーをディセーブルにすると、スタンバイモードのバンド

ルメンバリンクで、正常状態のネゴシエーションが高速になるため、障害になったアクティブ

リンクからスタンバイリンクへのスイッチオーバーが高速になります。

使用しているスイッチオーバーのタイプ（デフォルトの IEEE標準ベースのスイッチオーバーか、
またはより高速な独自に最適化されたスイッチオーバーか）に関係なく、スタンバイリンクの状

態ネゴシエーションが加速します（スイッチオーバーのタイプに関する詳細については、bundle
maximum-active links, （74ページ）コマンドを参照してください）。ただし、lacp fast-switchover
コマンドをイネーブルにし、IEEE標準ベースのスイッチオーバーで使用すると、より大きな利点
が得られます。

___________________
例 次に、Bundle-Ether 28の LACPがイネーブルになっているメンバリンクの wait-whileタイマーを

ディセーブルにする例を示します。

RP/0/(config)# interface Bundle-Ether 28
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RP/0/(config-if)# lacp fast-switchover

次に、Bundle-Ether 28の LACPがイネーブルになっているメンバリンクの wait-whileタイマーを
再びイネーブルにする例を示します。

RP/0/(config)# interface Bundle-Ether 28
RP/0/(config-if)# no lacp fast-switchover
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lacp non-revertive
現在アクティブではあるもののプライオリティが低いポートを設定し、プライオリティが高いポー

トが動作可能になった後でもアクティブの状態を維持するには、バンドルインターフェイスコン

フィギュレーションモードで lacp non-revertiveコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

lacp non-revertive

no lacp non-revertive

このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト プライオリティが高いポートが再び動作可能になると、そのポートがアクティブポートになりま

す。

___________________
コマンドモード バンドルインターフェイスコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込み

___________________
例 次に、LACPバンドルインターフェイスで非リバーティブ動作を設定する例を示します。

RP/0/# configure
RP/0/(config)# interface bundle-ether 1
RP/0/(config-if)# lacp non-revertive
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lacp packet-capture
LACPパケットをキャプチャし、その情報をshow lacp packet-captureコマンドで表示するには、で
lacp packet-captureコマンドを使用します。

{lacp packet-capture gigabitethernet interface-path-id| tengige interface-path-id number-of-packets}

LACPパケットのキャプチャを停止するか、またはキャプチャした LACPパケットをクリアする
には、で lacp packet-capture stopコマンドまたは lacp packet-capture clearコマンドを使用します。

{lacp packet-capture [bundle-ether bundle-id][gigabitethernet interface-path-id] [tengige interface-path-id]
clear| stop}

___________________
構文の説明 bundle-idによって指定されたイーサネットバンドルインターフェイス。bundle-ether

bundle-idによって指定された Packet-Over-SONET（POS）バンドルイン
ターフェイス。

bundle-pos

interface-path-idによって指定されたギガビットイーサネットインター
フェイス。

GigabitEthernet

bundle-idによって指定された Packet-Over-SONET（POS）インターフェ
イス。

POS

interface-path-idによって指定された 10ギガビットイーサネットイン
ターフェイス。

TenGigE

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスの

リストを表示するには、show interfacesコマンドを使用しま
す。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘ
ルプを参照してください。

interface-path-id

バンドルインターフェイスを指定する番号。指定できる範囲は 1～
65535です。

bundle-id

キャプチャするパケットの数。number-of-packets

現在キャプチャされているすべてのパケットをクリアします。clear

パケットのキャプチャを停止します。stop
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___________________
コマンドデフォルト デフォルト（パラメータなし）では、ラインカード上のすべてのインターフェイスに対してグ

ローバルに実行されます。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン lacp packet-captureコマンドは、単一のバンドルメンバインターフェイスで送信済みおよび受信

済みの LACPパケットをキャプチャします。これらのパケットの内容は、show lacp packet-capture
コマンドで表示できます。lacp packet-captureコマンドが発行されていない場合、show lacp
packet-captureコマンドでは情報が表示されません。

lacp packet-captureコマンドは、そのポートまたはそのバンドルに対して stopキーワードが実行さ
れるまで、LACPパケットをキャプチャし続けます。そのポートまたはそのバンドルに対してclear
キーワードが実行されるまで、キャプチャされたパケットは格納され、表示され続けます。

一度にキャプチャできるのは、1つのラインカード上の1つのポートのLACPパケットだけです。
ポート上でのパケットキャプチャの開始を黙示的に停止し、そのラインカード上の他のすべての

ポートのすべてのパケットキャプチャをクリアします。

指定された数のパケットがキャプチャされる前に LACPパケットのキャプチャを停止するには、
stopキーワードを実行します。

単一のインターフェイスに対して stopを指定した場合は、そのインターフェイスでのパケット
キャプチャのみが停止します。

バンドルインターフェイスに対して stopを指定した場合は、そのバンドルでのすべてのメンバの
パケットキャプチャが停止します。

stopをグローバルに指定（デフォルト：パラメータなし）した場合は、ルータ上のすべてのバン
ドルインターフェイスでのパケットキャプチャが停止します。

インターフェイスについて格納されたキャプチャ済みのすべての LACPパケットをクリアするに
は、clearキーワードを実行します。

単一のインターフェイスに対してclearを指定した場合は、そのインターフェイス上のパケットの
みがクリアされます。

バンドルインターフェイスに対して clearを指定した場合は、そのバンドルのすべてのメンバ上
のパケットがクリアされます。

clearをグローバルに指定（デフォルト：パラメータなし）した場合は、ルータ上のすべてのバン
ドルインターフェイスのパケットがクリアされます。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle

___________________
例 次に、POSインターフェイスで LACPパケットをキャプチャする例を示します。

RP/0/# lacp packet-capture pos 0/1/0/0 100

次に、POSインターフェイスで LACPパケットを停止する例を示します。

RP/0/# lacp packet-capture pos 0/1/0/0 stop

次に、POSインターフェイスでキャプチャ済みのすべての LACPパケットをクリアする例を示し
ます。

RP/0/# lacp packet-capture pos 0/1/0/0 clear

次に、POSインターフェイスで LACPパケットを停止する例を示します。

RP/0/# lacp packet-capture gigabitethernet 0/2/0/0 100

次に、ギガビットイーサネットインターフェイスでLACPパケットのキャプチャを停止する例を
示します。

RP/0/# lacp packet-capture gigabitethernet 0/2/0/0 stop
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mlacp node
mLACPノード IDが ICCPグループで使用されるように設定するには、冗長 ICCPグループコン
フィギュレーションモードでmlacp nodeコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

mlacp node node-id

no mlacp node node-id

___________________
構文の説明

このシステムの ICCPグループ内で一意のノード IDを指定します。ノード
ID値の範囲は 0～ 7です。

node-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード 冗長 ICCPグループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

___________________
例 次に、mLACPノード IDがこの ICCPグループで使用されるように設定する例を示します。

RP/0/# configure
RP/0/(config)# redundancy iccp group 10
RP/0/(config-redundancy-iccp-group)# mlacp node 3
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mlacp system priority
LACPシステムのプライオリティが ICCPグループで使用されるように設定するには、冗長 ICCP
グループコンフィギュレーションモードで mlacp system priorityコマンドを使用します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mlacp system priority priority

no mlacp system priority priority

___________________
構文の説明

システムのプライオリティを指定します。

値が小さいほど、プライオリティが高くなりま

す。

（注）

priority

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード 冗長 ICCPグループコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みbundle

___________________
例 次に、LACPシステムのプライオリティがこの ICCPグループで使用されるように設定する例を示

します。

RP/0/# configure
RP/0/(config)# redundancy iccp group 10

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス

91

リンクバンドリングコマンド

mlacp system priority



RP/0/(config-redundancy-iccp-group)# mlacp system priority 10
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show bundle brief
設定済みのすべてのバンドルに関する要約情報を表示するには、XR EXECモードで show bundle
briefコマンドを使用します。

show bundle brief

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 設定済みのすべてのバンドルの情報が表示されます。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このモジュールのコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付け

られているユーザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコ

マンドを使用できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle

___________________
例 次に、ルータ上に設定された 2つのバンドル、BE16と BE100のステータスを表示する例を示し

ます。両方ともイーサネットバンドルであり、バンドル 16のみが起動しています。
RP/0/# show bundle brief
Thu Mar 3 14:40:35.167 PST

Name | IG | State | LACP | BFD | Links | Local b/w, |
| | | | | act/stby/cfgd | kbps |

-------|----------|---------------|------|-----|---------------|------------|
BE16 - Up On Off 1 / 1 / 2 1000000
BE100 - Down Off Off 0 / 0 / 0 0

次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。
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表 5：show bundle brief フィールドの説明

説明フィールド

バンドルインターフェイスの略称。次の形式で

表示されます。

• BEx：ID番号が xのイーサネットバンド
ル。

Name

バンドルがメンバであるシャーシ間グループ ID
（設定されている場合）。

IG

ローカルドライブ上のバンドルの状態。次のい

ずれかの値が表示されます。

• Admin down：バンドルはシャットダウン
されるように設定されています。

• Bundle shut：バンドルはすべてのリンクを
スタンバイ状態に保っており、トラフィッ

クをサポートしていません。

• Down：バンドルは運用上、ダウンしてい
ます。ローカルデバイスにアクティブメ

ンバがありません。

• mLACP cold standby：バンドルはマルチ
シャーシ LACPのスタンバイデバイスと
して機能していますが、上位レイヤが同期

されていません。

• mLACPhot standby：バンドルはmLACPピ
アデバイス上で起動しており、そのバン

ドルがピア上でダウンした場合はローカル

デバイスが引き継ぐ準備が整っています。

• Nak：ローカルデバイスおよびピアデバ
イスは設定エラーを解決できません。

• Partner down：バンドルがその終端でトラ
フィックを転送できないことをパートナー

システムが示しています。

• PE isolated：バンドルがコアから分離され
ています。

• Up：このデバイス上にアクティブなメン
バがバンドルにあります。

State
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説明フィールド

バンドル上の Link Aggregation Control Protocol
（LACP）のステータス。次のいずれかの値が
表示されます。

• On：バンドル上で LACPが使用されてい
ます。

• Off：LACPはアクティブになっていませ
ん。

LACP

BFDをイネーブルにすると、対象のプロトコル
と通信するバンドルメンバで実行しているセッ

ションからバンドル上の BFDセッションの状
態が次のいずれかの値で表示されます。

• Down：BFDバンドルメンバのアクティブ
リンクまたは帯域幅の設定済みの最小しき

い値が使用できないため、BFDセッショ
ンがダウンしています。

• Off：バンドルメンバにBFDが設定されて
いません。

• Up：アクティブリンク数または帯域幅の
最小しきい値が満たされているため、バン

ドルメンバで BFDセッションは起動して
います。

BFD

形式がx/y/zの特定のステータスのバンドル上の
リンク数。次のいずれかの値が表示されます。

• x：ローカルデバイスのバンドル上のアク
ティブ状態のリンク数（1～バンドルでサ
ポートされるリンクの最大数）。

• y：ローカルデバイスのバンドル上のスタ
ンバイ状態のリンク数（1～バンドルでサ
ポートされるリンクの最大数）。

• z：ローカルデバイスのバンドル上のリン
クの総数（1～バンドルでサポートされる
リンクの最大数）。

Links act/stby/cfgd

ローカルデバイスのバンドルの現在の帯域幅

（この有効帯域幅は設定によって制限されてい

る場合があります）。

Local b/w, kbps
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show bundle
すべてのバンドルまたは特定のタイプの特定のバンドルに関する情報を表示するには、XR EXEC
モードで show bundleコマンドを使用します。

show bundle [Bundle-Etherbundle-id]

___________________
構文の説明

指定したイーサネットバンドルに関する情報を表示します。Bundle-Ether

特定のバンドルを識別する 1～ 65535の番号です。bundle-id

___________________
コマンドデフォルト 設定済みのすべてのバンドルに関する情報が表示されます。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ルータに設定されたすべてのバンドルに関する情報を表示するには、このコマンドのno形式を使

用します。

特定のバンドルに関する情報を表示するには、このコマンドの showbundleBundle-Etherbundle-id
形式または show bundle Bundle-POSbundle-id形式と設定済みのバンドルの番号を使用します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle
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表 6：show bundle フィールドの説明

説明フィールド

バンドルインターフェイスの完全な名前。type
は Ether（イーサネット）で、その後に設定済
みのバンドルの番号が続きます。

Bundle-typenumber

ローカルデバイスのバンドルの状態。次のいず

れかの値が表示されます。

• Admin down：バンドルはシャットダウン
されるように設定されています。

• Bundle shut：バンドルはすべてのリンクを
スタンバイ状態に保っており、トラフィッ

クをサポートしていません。

• Down：バンドルは運用上、ダウンしてい
ます。ローカルデバイスにアクティブメ

ンバがありません。

• mLACP cold standby：バンドルはマルチ
シャーシ LACPのスタンバイデバイスと
して機能していますが、上位レイヤが同期

されていません。

• mLACPhot standby：バンドルはmLACPピ
アデバイス上で起動しており、そのバン

ドルがピア上でダウンした場合はローカル

デバイスが引き継ぐ準備が整っています。

• Nak：ローカルデバイスおよびピアデバ
イスは設定エラーを解決できません。

• Partner down：バンドルがその終端でトラ
フィックを転送できないことをパートナー

システムが示しています。

• PE isolated：バンドルがコアから分離され
ています。

• Up：このデバイス上にアクティブなメン
バがバンドルにあります。

Status:
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説明フィールド

デバイスのリンクの数（0～バンドルでサポー
トされる最大数）。

形式は x / y / zで、次のいずれかの値が表示され
ます。

• x：バンドル上でアクティブ状態のリンク
の数。

• y：バンドル上でスタンバイ状態のリンク
の数。

• z：バンドル上に設定されたリンクの総数。

Local links <active/standby/configured>:

1秒あたりのキロバイト数での帯域幅特性。形
式は x / yで、次のいずれかの値が表示されま
す。

• x：バンドルの現在の帯域幅（この有効帯
域幅は設定によって制限されている場合が

あります）。

• y：バンドルの利用可能な帯域幅。これは、
ローカルでアクティブなすべてのリンクの

帯域幅の合計です。

Local bandwidth <effective/available>:

バンドルインターフェイスのレイヤ 2 MACア
ドレス。形式は

xxxx.xxxx.xxxxです。アドレスの（送信元）が

カッコ内に次のいずれかの値で表示されます。

•インターフェイス名：表示されたメンバ
インターフェイスタイプおよびパスから

MACアドレスが取得されます。

• Configured：MACアドレスは明示的に設定
されています。

• Chassis pool：MACアドレスはシャーシの
アドレスの使用可能なプールから取得され

ます。

• [unknownMACsource 0]：バンドルにMAC
アドレスを割り当てることができませんで

した（バンドル設定を完了していない場合

に、これが表示されることがあります）。

MAC address (source):
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説明フィールド

次の情報が

x / y kbpsの形式で、次のいずれかの値で表示さ
れます。

• x：バンドルを動作させるために必要なア
クティブなリンクの最大数（1～バンドル
でサポートされるリンクの最大数）。

• y：バンドルを動作させるために必要なア
クティブリンクの最小合計帯域幅

（kbps）。

• (partner)：ピアシステムの値が使用されて
いることを示します。

Minimum active links / bandwidth:

バンドルでアクティブにできるリンクの最大数

（1～バンドルでサポートされる最大数）。
Maximum active links:

「保護」リンクまたはバックアップ“”リンクが
スタンバイ状態に移行するまでに「現用」リン

ク上で“ ”Link Aggregation Control Protocol
（LACP）によるネゴシエートをシステムが許
可する時間（ミリ秒単位）。

Wait-while timer:

バンドル上で使用されているロードバランシン

グのタイプ。次のいずれかの値が表示されま

す。

• Default：システムのデフォルトのロード
バランシング方式がバンドルで使用されて

います。ロードバランシングのサブフィー

ルドは表示されません。

•値なし：別のロードバランシング方式が
バンドルで使用されており、出力の関連サ

ブフィールドに情報が表示されます。

Load balancing:
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説明フィールド

リンク順序のシグナリングがバンドルで動作し

ているかどうかが次のいずれかの値で表示され

ます。

• Operational：順序情報を含む追加のシスコ
固有の LACPタイプ/長さ/値（TLV）の交
換を通じてロードバランシングのリンク

順序が機能しています。

• Notoperational：プライオリティが高いパー
トナーが一貫した一連のリンク順序番号

（LON）を受信していないか、またはアク
ティブにする LONがバンドルでサポート
するアクティブリンクの最大数と一致し

ていません。

マルチギガビットサービスコント

ロールポイント（MGSCP）を導入す
るには、リンク順序のシグナリング

が必要です。

（注）

Link order signaling:

バンドル上のロードバランシングハッシュに

使用する情報。次のいずれかの値が表示されま

す。

• Dst-IP：バンドルのロードバランシングは
パケットの宛先 IPアドレスに基づいてい
ます。

• Src-IP：バンドルのロードバランシングは
パケットの送信元 IPアドレスに基づいて
います。

Hash type:

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス

101

リンクバンドリングコマンド

show bundle



説明フィールド

バンドル上で Link Aggregation Control Protocol
（LACP）がアクティブかどうかが次のいずれ
かの値で表示されます。

• Operational：すべての必要な設定がコミッ
トされており、アクティブメンバでLACP
が使用されています。

• Not operational：必要な何らかの設定がバ
ンドルまたはバンドルのアクティブメン

バにないため、LACPは動作していませ
ん。

• Not configured：LACPに必須の設定がバン
ドル上にコミットされていません。そのた

め、LACPサブフィールドは表示されませ
ん。

LACP:

フラップ抑制タイマーのステータスが次のいず

れかの値で表示されます。

• Off：フラップ抑制タイマーが lacp
switchover suppress-flapsコマンドを使用し
て設定されていません。

• xms：現用リンクに障害が発生してからス
タンバイリンクがアクティブになるまで

に許可される時間（ミリ秒単位）。

Flap suppression timer:

LACP用のシスコ固有のTLVがイネーブルかど
うかが表示されます。表示される値は、

「Enabled」と「Disabled」です。

Cisco extensions:

バンドルインターフェイスの非リバーティブ動

作がイネーブルかどうかが表示されます。表示

される値は、「Enabled」と「Disabled」です。

Non-revertive:
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説明フィールド

マルチシャーシリンクアグリゲーション

（MC-LAG）を使用してバンドルが動作してい
るかどうかが次のいずれかの値で表示されま

す。

• Operational：MC-LAGに必要なすべての設
定がコミットされており、バンドル上で

mLACPが使用されています。

• Not operational：MC-LAGに必要な何らか
の設定がバンドル上またはバンドルのアク

ティブメンバにないため、mLACPは動作
していません。

• Not configured：MC-LAGに必要な設定が
バンドル上にコミットされていません。そ

のため、mLACPサブフィールドは表示さ
れません。

mLACP:

バンドルが参加するシャーシ間通信プロトコル

グループの番号（設定されている場合）。それ

以外の場合は、“Not configured”が表示されま
す。

ICCP group:

この mLACPバンドルのローカルデバイスの
ICCP冗長ロール。次のいずれかの値が表示さ
れます。

• Active：現在、バンドルはローカルでアク
ティブです。

• Standby：バンドルはローカルでバックアッ
プになっています。

Role

リモートデバイス上のリンクの数。形式は x /
yで、次のいずれかの値が表示されます。

• x：リモートバンドル上でアクティブ状態
のリンクの数。

• y：リモートバンドル上に設定されたリン
クの総数。

Foreign links <active/configured>:
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説明フィールド

バンドル上での mLACPスイッチオーバーの実
行方式。次のいずれかの値が表示されます。

• Brute force：動的な優先管理を使用する代
わりに、メンバを集約不可（Not
Aggregatable）とマーキングすることによっ
てフェールオーバーをトリガーします。こ

れは、デュアルホームデバイス（DHD）
がプライオリティの高いシステムである場

合に制御が可能な唯一の方法です。mLACP
バンドルにのみ適用されます。

• Non-revertive：これがデフォルトです。バ
ンドルが元のアクティブな接続ポイント

（PoA）にフェールバックしない場合は、
それ以降に障害が発生した場合を除いて、

動的なプライオリティ管理を使用します。

• Revertive：動的なプライオリティ管理が使
用されますが、（そのバンドルに設定され

たポートプライオリティに基づいて）プ

ライオリティの高いデバイスに障害が発生

しない限り、そのデバイスが常にアクティ

ブになります。つまり、障害が発生してス

イッチオーバーがトリガーされた場合、障

害の条件が解消されると、最初にアクティ

ブだったリンクが再びアクティブになりま

す。

mlacp switchover typeコマンドを使用すると、ス
イッチオーバータイプをデフォルトの動作から

変更できます。

Switchover type:

mlacp switchover recovery delayコマンドを使用
し、障害から回復後にアクティブな mLACPデ
バイスになるまで遅延させる秒数。mlacp
switchover recovery delayコマンドが設定されて
いない場合は “None”が表示されます。

Recovery delay:
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説明フィールド

バンドルがアクティブリンクまたは帯域幅の設

定された最大数（mlacp switchover maximizeコ
マンドを使用）に到達するまで mLACPスイッ
チオーバーのトリガーを猶予するしきい値。次

のいずれかの値が表示されます。

• x links：バンドル上のmLACPスイッチオー
バーのトリガーとして維持された最大しき

い値のターゲットとして使用されたアク

ティブリンクの数。

• y kbps：バンドルの mLACPスイッチオー
バーのトリガーとして維持するターゲット

しきい値として使用された1秒あたりのキ
ロバイト数単位での帯域幅。

• Not configured：mlacp switchover maximize
コマンドが設定されていません。mLACP
スイッチオーバーはバンドルの最小のアク

ティブリンク数または帯域幅に基づいて

います。

Maximize threshold:

バンドルインターフェイス上で IPv4ベースの
双方向フォワーディング（BFD）が動作してい
るかどうかが次のいずれかの値で表示されま

す。

• Operational：IPv4BFDに必要なすべての設
定がコミットされており、バンドルで使用

されています。

• Not operational：必要な何らかの設定がバ
ンドル上またはバンドルのアクティブメ

ンバにないため、IPv4 BFDは機能してい
ません。

• Not configured：IPv4 BFDに必要な設定が
バンドル上にコミットされていません。そ

のため、BFDサブフィールドは表示され
ません。

IPv4 BFD:
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説明フィールド

BFDをイネーブルにすると、対象のプロトコル
と通信するバンドルメンバで実行しているセッ

ションからバンドル上の BFDセッションの状
態が次のいずれかの値で表示されます。

• Down：BFDバンドルメンバのアクティブ
リンクまたは帯域幅の設定済みの最小しき

い値が使用できないため、BFDセッショ
ンがダウンしています。

• Off：バンドルメンバにBFDが設定されて
いません。

• Up：アクティブリンク数または帯域幅の
最小しきい値が満たされているため、バン

ドルメンバで BFDセッションは起動して
います。

State:

BFD高速検出がバンドル上に設定されているか
どうかが次のいずれかの値で表示されます。

• Enabled：バンドルに bfd fast-detectコマン
ドが設定されています。

• Disabled：バンドルに bfd fast-detectコマン
ドが設定されていません。

Fast detect:

bfd address-family ipv4 timers startコマンドを使
用して設定されている BFD開始タイマーのス
テータスが次のいずれかの値で表示されます。

• x s：セッションの起動を宣言できるよう
に、BFDメンバリンクセッションの起動
後に BFDピアからの予想される通知の受
信を待機する秒数（60～ 3600）。その期
間の後にSCNが受信されない場合は、BFD
セッションのダウンが宣言されます。

• Off：開始タイマーは設定されておらず、
BFDサーバから通知時に BFDセッション
のダウンのみが宣言されます。

Start timer:
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説明フィールド

bfd address-family ipv4 timers nbr-unconfigコマン
ドを使用して設定されているBFD開始タイマー
のステータスが次のいずれかの値で表示されま

す。

• x s：BFDピア間の設定の不一致を解決で
きるように、BFD設定が BFDネイバーに
よって削除されたという通知を受信した後

に待機する秒数（60～ 3600）。指定され
たタイマーに達する前に BFD設定の問題
が解決されない場合、BFDセッションの
ダウンが宣言されます。

• Off：ネイバー未設定タイマーが設定され
ておらず、BFDサーバからの通知時にBFD
セッションのダウンのみが宣言されます。

Neighbor-unconfigured timer:

BFDセッションの最小制御パケット間隔として
のミリ秒数（xmsの形式）。指定できる範囲は
15～ 30000です。

Preferred min interval:

エコー障害検出に使用する乗数の値（2〜
50）。この値によって、BFDセッションのダウ
ンが宣言される前に損失する可能性があるエ

コーパケットの最大数が指定されます。

Preferred multiple:

bfd address-family ipv4 destinationコマンドを使
用して設定された、バンドルメンバのBFDセッ
ションの宛先 IPアドレス。宛先 IPアドレスが
設定されていない場合は、“Not configured”が表
示されます。

Destination address:

バンドルメンバとして設定されたローカルイ

ンターフェイスポートの名前、または mLACP
ピアデバイスで受信した外部インターフェイ

ス。表示される可能性がある値は、インター

フェイスの短縮名またはテキスト文字列です。

Port

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス

107

リンクバンドリングコマンド

show bundle



説明フィールド

インターフェイスポートがあるデバイスのLabel
DistributionProtocol（LDP）アドレス。次のいず
れかの値が表示されます。

• address：デバイスの IPアドレス。

• Local：インターフェイスポートはローカ
ルデバイスにあります。

Device

ポートのステータス。次のいずれかの値が表示

されます。

• Active：リンクはトラフィックを送受信で
きます。

• BFDRunning：BFDがダウンしているか、
または完全なネゴシエーションが行われて

いないため、リンクが非アクティブになっ

ています。

• Configured：設定の不一致のため、リンク
は動作していないか、ダウンしたままに

なっています。このリンクは、アクティブ

リンクの障害によるスイッチオーバーに使

用できません。

• Hot Standby：リンクはアクティブリンク
に障害が発生した場合に引き継ぐ準備が

整っており、LACPプロトコルデータユ
ニット（PDU）をさらに交換することな
く、アクティブ状態にすぐに移行できま

す。

• Negotiating：リンクは LACPネゴシエー
ションの処理中であり、ピアによる下位の

LACP状態に保たれています（たとえば、
リンクがピア上でスタンバイになっている

ためなど）。

• Standby：リンクはトラフィックを送受信
していませんが、アクティブリンクの障

害によるスイッチオーバーに使用できま

す。

State
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説明フィールド

インターフェイスポートの ID。x/y形式で、次
の値が表示されます。

• x：2バイト 16進値のポートプライオリ
ティ。

• y：2バイト 16進値のリンク ID。

Port ID

インターフェイスポートの帯域幅（kbps）B/W, kbps

バンドルメンバリストの下に表示され、リン

クがアクティブ状態に達しなかった理由を説明

するテキスト文字列。

State reason

表 7：状態の理由

説明理由

LACPをネゴシエートしたものの、リモートデ
バイスからの BFDセッションが設定されてい
ないため、リンクは BFD実行状態になってい
ます。

BFD session is unconfigured on the remote end

LACPをネゴシエートしたものの、ローカルシ
ステムとリモートデバイス間の BFDセッショ
ンがダウンしているため、リンクは BFD実行
状態になっています。

BFD state of this link is Down

メンバとして設定されているバンドルが管理

上、ダウンしているため、リンクは設定済み状

態になっています。

Bundle has been shut down

メンバとして設定されているバンドルは、それ

自体が設定されていないため、リンクは設定済

み状態になっています。

Bundle interface is not present in configuration

メンバとして設定されているバンドルが作成中

であるため、リンクは設定済み状態になってい

ます。

Bundle is in the process of being created

メンバとして設定されているバンドルが削除中

であるため、リンクは設定済み状態になってい

ます。

Bundle is in the process of being deleted
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説明理由

メンバとして設定されているバンドルがリンク

が存在するラインカードへの複製中であるた

め、リンクは設定済み状態になっています。

Bundle is in the process of being replicated to this
location

mLACPピア PoAへの強制スイッチオーバーの
一環としてダウンしているため、リンクは設定

済み状態になっています。これは、強制スイッ

チオーバーが設定されている場合にのみ発生し

ます。

Forced switchover to the mLACP peer

リンクとそのバンドルが含まれている ICCPグ
ループのネットワークコアを通じての接続がな

いため、リンクは設定済み状態になっていま

す。そのため、LACPパートナーデバイスによ
るトラフィックの送信を防ぐために、リンクが

ダウンしています。

ICCP group is isolated from the core network

リンクの帯域幅に同じバンドル内に設定される

他のリンクとの互換性がないため、リンクは設

定済み状態になっています。帯域幅が高すぎる

か、または低すぎる可能性があります。

Incompatible with other links in the bundle
(bandwidth out of range)

バンドルがLACPシャットダウンにより設定さ
れているため、リンクはスタンバイ状態になっ

ています。

LACP shutdown is configured for the bundle

リンクによるLACPの使用法に同じバンドル内
に構成されているほかのリンクとの互換性がな

いため、リンクは設定済み状態になっていま

す。一部のリンクはLACPを実行していても、
他のリンクは実行していない場合があります。

Incompatible with other links in the bundle (LACP
vs non-LACP)

Muxマシンでリンクが収集状態になっていると
mLACPピア PoAが示していないため、リンク
はネゴシエーション状態になっています。これ

は、mLACPピアと LACPパートナー間の問題
か、またはこの状態がローカルシステムに伝達

されていないことが原因である可能性がありま

す。

Link is Attached and has not gone Collecting (reason
unknown)
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説明理由

Muxマシンでリンクが配信状態になっていると
mLACPピア PoAが示していないため、リンク
はネゴシエーション状態になっています。これ

は、mLACPピアと LACPパートナー間の問題
か、またはこの状態がローカルシステムに伝達

されていないことが原因である可能性がありま

す。

Link is Collecting and has not gone Distributing
(reason unknown)

リンクはバンドルから削除中であり、この処理

の間は設定済み状態に維持されます。

Link is being removed from the bundle

LACPパートナーデバイスから LACPDUを受
信していないため、リンクは設定済み状態に

なっています。どちらかのパートナーが送信し

ていないか、またはパケットが損失していま

す。

Link is Defaulted; LACPDUs are not being received
from the partner

リンクが運用上または管理上ダウンしているた

め、リンクは収集状態になっています。

Link is down

Current-While期間中に LACPパートナーデバ
イスから LACPDUを受信しておらず、リンク
は現在受信マシンで期限切れとマークされてい

るため、リンクはネゴシエーション状態になっ

ています。

Link is Expired; LACPDUs are not being received
from the partner

メンバ設定が処理中であるため、リンクは設定

済み状態になっています。

Link is in the process of being created

リンクはスタンバイ状態になっており、mLACP
ピア PoAによってその旨が示されています。

Link is marked as Standby by mLACP peer

mLACPピア PoAによりリンクが個別リンクと
してマークされているため、リンクは設定済み

状態になっています。

Link is Not Aggregatable (reason unknown)

ピアとの mLACPネゴシエーションにより、こ
のリンクは設定済み状態に維持されています。

これは、2つのピアデバイス間での誤設定を示
している可能性があります。

Link is not operational as a result of mLACP
negotiations
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説明理由

選択済み状態のリンクの数が、アクティブリン

ク数に関するプラットフォームのハード制限に

すでに到達しているため、リンクはスタンバイ

状態になっています。

Link is Standby; bundle has more links than are
supported

選択済み状態のリンクの数が、設定されたアク

ティブリンクの最大しきい値にすでに到達して

いるため、リンクはスタンバイ状態になってい

ます。

Link is Standby due to maximum-active links
configuration

LACPをネゴシエートしているものの、リモー
トデバイスから BFDセッションが開始されて
いないため、リンクは BFD実行状態になって
います。

Link is waiting for BFD session to start

リンクでループバック状態（バンドルのメンバ

となるように設定されている 2つのリンクが互
いに実際に接続されている）が検出されたた

め、リンクは設定済み状態になっています。

Loopback: Actor and Partner have the same System
ID and Key

最小アクティブリンク数/帯域幅のしきい値を
満たすために選択可能なリンク（つまり、バン

ドル内で選択済みとマークされる基準を満たす

リンク）の数が不足しているため、リンクはス

タンバイ状態になっています。

Not enough links available to meet minimum-active
threshold

LACPパートナーデバイスによって個別リンク
とマークされているため、リンクは設定済み状

態になっています。

Partner has marked the link as Not Aggregatable

LACPDUでリンクが収集状態であると LACP
パートナーデバイスがアドバタイズしていない

ため、リンクはネゴシエーション状態になって

います。

Partner has not advertised that it is Collecting

送信している LACPDU内でローカルシステム
のポート情報をLACPパートナーデバイスが正
しくエコーしていないため、リンクはネゴシ

エーション状態になっています。

Partner has not echoed the correct parameters for this
link
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説明理由

LACPパートナーデバイスが同期済みであるこ
とをmLACPピア PoAが示していないため、リ
ンクはネゴシエーション状態になっています。

これは、デバイスが本当に同期されていない

か、またはこの状態がローカルシステムに伝達

されていないことが原因である可能性がありま

す。

Partner is not Synchronized (Waiting, not Selected,
or out-of-date)

送信している LACPDU内で同期していること
をLACPパートナーデバイスが示していないた
め、リンクはネゴシエーション状態になってい

ます。パートナーデバイス上では、リンクは

Wait-Whileタイマーの期限切れを待機している
可能性があり、この場合はスタンバイ状態に維

持されます。あるいは、同じバンドル内に設定

されるリンク間の LAG ID不一致につながる誤
設定が存在する可能性があります。

Partner is not Synchronized (Waiting, Standby, or
LAG ID mismatch)

システム IDまたは LACPパートナーデバイス
によって指定された動作キーが、同じバンドル

内の他の選択済みリンクで検出されたものと一

致しないため、リンクは設定済み状態になって

います。これは、誤設定を示しているい可能性

があります。

Partner System ID/Key do not match that of the
Selected links

Wait-Whileタイマーが実行中であり、新しい状
態が決定されていないため、リンクは設定済み

状態になっています。

Wait-while timer is running
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show lacp bundle
LinkAggregationControl Protocol（LACP）ポートおよびそれらのピアに関する詳細情報を表示する
には、で show lacp bundleコマンドを入力します。

show lacp bundle {Bundle-Ether} bundle-id

このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このモジュールのコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付け

られているユーザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコ

マンドを使用できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle

___________________
例 次に、特定のイーサネットバンドルの LACP情報を表示する例を示します。

RP/0/# show lacp bundle Bundle-Ether 1

Flags: A - Device is in Active mode. P - Device is in Passive mode.
S - Device sends PDUs at slow rate. F - Device sends PDUs at fast rate.
D - Port is using default values for partner information
E - Information about partner has expired

State: 0 - Port is Not Aggregatable. 1 - Port is Out Of Sync with peer.
2 - Port is In Sync with peer. 3 - Port is Collecting.
4 - Port is Collecting and Distributing.

Bundle-Ether1
Minimum active Maximum active

B/W (Kbps) MAC address Links B/W (Kbps) Links
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---------- -------------- ----- ---------- -----
0 0800.453a.651d 1 620000 32

Port State Flags Port ID Key System-ID
------------ ----- ----- -------------- ------ -------------------------
Gi0/0/2/0 1 ASDE 0x8000, 0x0001 0x0001 0x8000, 08-00-45-3a-65-01
PEER 0 PSD 0xffff, 0x0000 0x0000 0xffff, 00-00-00-00-00-00

表 8：show lacp bundle のフィールドの説明

説明フィールド

「Flags」フィールドでは、デバイスまたはポー
トに適用されるフラグを示します。

Flags

「State」フィールドでは、ポートの状態に適用
されるフラグを示します。

State

ポート IDは、rack/slot/module/portの形式で示
されます。

Port

指定されたポートの状態に関する情報を示しま

す。次のようなフラグがあります。

• 0：ポートは集約可能ではありません。

• 1：ポートはピアと同期されていません。

• 2：ポートはピアと同期されています。

• 3：ポートは収集を行っています。

• 4：ポートは収集および配信を行っていま
す。

State
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説明フィールド

指定されたデバイスまたはポートの状態に関す

る情報を示します。次のようなフラグがありま

す。

• A：デバイスはアクティブモードです。

• P：デバイスはパッシブモードです。

• S：デバイスは遅いレートでPDUを送信す
るようピアに要求します。

• F：デバイスは高速レートでPDUを送信す
るようピアに要求します。

• D：ポートでパートナー情報のデフォルト
値を使用しています。

• E：パートナーに関する情報の期限が切れ
ています。

Flags

ポート IDは、Nxnnnnの形式で示されます。N
はポートプライオリティ、nnnnは送信元ルー
タで割り当てられるポート番号です。

Port ID

指定されたリンクおよびアグリゲータに関連付

けられている 2バイトの数字。各ポートには、
動作キーが割り当てられています。ポートが他

のポートに集約できるかどうかは、このキーに

よって示されます。同じキーを持つポートは、

バンドルされた同じインターフェイスを選択し

ます。システム ID、ポート ID、およびキーを
組み合わせて、LACPシステム内のポートを一
意に定義しています。

Key

システム ID。システム IDは、各 LACPパケッ
ト内でリンクの詳細とともに送信されるシステ

ムの LACPプロパティです。

System-ID
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show lacp counters
Link Aggregation Control Protocol（LACP）統計情報を表示するには、で show lacp countersコマン
ドを入力します。

show lacp counters {Bundle-Ether} bundle-id

このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このモジュールのコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付け

られているユーザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコ

マンドを使用できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle

___________________
例 次に、イーサネットバンドルの LACPカウンタを表示する例を示します。

RP/0/# show lacp counters bundle-ether 1

Bundle-Ether1
LACPDUs Marker

Port Sent Received Received Resp. Sent Last Cleared
------------- ---------------------- ---------------------- ------------
Gi0/0/2/0 12 0 0 0 never

Port Excess Excess Pkt Errors
------------- ---------- ---------- ----------
Gi0/0/2/0 0 0 0
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表 9：show lacp counters のフィールドの説明

説明フィールド

次の Link Aggregation Control Protocol Data Unit
（LACPDUs）の統計情報を示します。

• Port

• Sent

• Received

• Last Cleared

• Excess

• Pkt Errors

LACPDUs

次の marker packetsの統計情報を示します。

• Received

• Resp.Sent

• Last Cleared

• Excess

• Pkt Errors

Markerプロトコルは、フローがリン
クから再分散された場合にそのリン

クでデータが送信されないようにす

るために、IEEE802.3adバンドルで使
用されます。

（注）

Marker
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show lacp io
インターフェイスでパケットを送信するために送信デバイスが使用する Link Aggregation Control
Protocol（LACP）送信情報を表示するには、で show lacp ioコマンドを使用します。

show lacp io bundle-id {GigabitEthernet| TenGigE} interface-path-id

___________________
構文の説明

（任意）指定したbundle-idのイーサネットバンドルインターフェイスの
情報を表示します。指定できる範囲は 1～ 65535です。

Bundle-Etherbundle-id

（任意）指定した nterface-path-idのギガビットイーサネットインター
フェイスの情報を表示します。

GigabitEthernet

（任意）指定したnterface-path-idの10ギガビットイーサネットインター
フェイスの情報を表示します。

TenGigE

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスのリ

ストを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘル
プを参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトではパラメータを使用せず、アクティブに送信しているインターフェイスの情報を表

示します。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このモジュールのコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付け

られているユーザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコ

マンドを使用できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle

___________________
例 次に、バンドル IDが 28のイーサネットバンドルインターフェイスの Link Aggregation Control

Protocol（LACP）情報を表示する例を示します。

RP/0/# show lacp io bundle-ether 28

Thu Jun 18 16:28:54.068 PST

Bundle-Ether28

Interface GigabitEthernet0/1/5/6
================================
Interface handle: 0x01180100
Interface media type: Ethernet
Fast periodic interval: 1000ms
Source MAC address: 0015.63c0.b3b8
Actor system: 0x8000, 00-15-63-c0-b0-04
Actor key: 0x001c
Actor port: 0x8000, 0x0001
Actor state: Act (T/o) Agg Sync Coll Dist (Def) (Exp)
Partner system: 0x8000, 00-15-63-58-b9-04
Partner key: 0x001c
Partner port: 0x0001, 0x0003
Partner state: Act (T/o) Agg Sync Coll Dist (Def) (Exp)

Interface GigabitEthernet0/1/5/7
================================
Interface handle: 0x01180120
Interface media type: Ethernet
Fast periodic interval: 1000ms
Source MAC address: 0015.63c0.b3b9
Actor system: 0x8000, 00-15-63-c0-b0-04
Actor key: 0x001c
Actor port: 0x8000, 0x0002
Actor state: Act (T/o) Agg Sync (Coll) (Dist) (Def) (Exp)
Partner system: 0x8000, 00-15-63-58-b9-04
Partner key: 0x001c
Partner port: 0x0002, 0x0004
Partner state: Act (T/o) Agg (Sync) (Coll) (Dist) (Def) (Exp)

次に、アクティブに送信しているすべてのインターフェイスの Link Aggregation Control Protocol
（LACP）情報を表示する例を示します。

RP/0/# show lacp io

Thu Jun 18 16:33:57.330 PST

Bundle-Ether28

Interface GigabitEthernet0/1/5/6
================================
Interface handle: 0x01180100
Interface media type: Ethernet
Fast periodic interval: 1000ms
Source MAC address: 0015.63c0.b3b8
Actor system: 0x8000, 00-15-63-c0-b0-04
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Actor key: 0x001c
Actor port: 0x8000, 0x0001
Actor state: Act (T/o) Agg Sync Coll Dist (Def) (Exp)
Partner system: 0x8000, 00-15-63-58-b9-04
Partner key: 0x001c
Partner port: 0x0001, 0x0003
Partner state: Act (T/o) Agg Sync Coll Dist (Def) (Exp)

Interface GigabitEthernet0/1/5/7
================================
Interface handle: 0x01180120
Interface media type: Ethernet
Fast periodic interval: 1000ms
Source MAC address: 0015.63c0.b3b9
Actor system: 0x8000, 00-15-63-c0-b0-04
Actor key: 0x001c
Actor port: 0x8000, 0x0002
Actor state: Act (T/o) Agg Sync (Coll) (Dist) (Def) (Exp)
Partner system: 0x8000, 00-15-63-58-b9-04
Partner key: 0x001c
Partner port: 0x0002, 0x0004
Partner state: Act (T/o) Agg (Sync) (Coll) (Dist) (Def) (Exp)
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show lacp packet-capture
インターフェイスで送受信される Link Aggregation Control Protocol（LACP）パケットの内容を表
示するには、で show lacp packet-captureコマンドを使用します。

show lacp packet-capture [decoded] [in| out] {GigabitEthernet| TenGigE} interface-path-id

___________________
構文の説明

（任意）指定したインターフェイスのパケット情報を復号化された形式で

表示します。

decoded

（任意）入力パケットのパケット情報のみを表示します。in

（任意）出力パケットのパケット情報のみを表示します。out

interface-path-idで指定したギガビットイーサネットインターフェイスのパ
ケット情報を表示します。

GigabitEthernet

（任意）指定した nterface-path-idの POSインターフェイスの情報を表示し
ます。

POS

interface-path-idで指定した 10ギガビットイーサネットインターフェイス
のパケット情報を表示します。

TenGigE

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、inと outの両方の情報を表示します。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン lacp packet-captureコマンドは、単一のインターフェイス上の送信パケットと受信パケットをキャ

プチャします。これらのパケットの内容は、show lacp packet-captureコマンドで表示できます。
lacp packet-captureコマンドが発行されていない場合、show lacp packet-captureコマンドでは情報が
表示されません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle

___________________
例 次に、ギガビットイーサネットインターフェイスの LACPパケットの内容を 16進数で表示する

例を示します。

次に、ギガビットイーサネットインターフェイスで送受信され、個々のパケットから復号化され

た LACPパラメータを表示する例を示します。

次に、lacp packet-captureコマンドを発行した後で show lacp packet-captureコマンドを発行する
前に、インターフェイスで送受信されるパケットをシステムがキャプチャするために妥当な時

間は待機する必要があることを示します。そうしないと、情報は表示されません。

（注）

RP/0/# lacp packet-capture gigabitethernet 0/1/0/0 100
RP/0/# show lacp packet-capture decoded gigabitethernet 0/1/0/0

Wed Apr 29 16:27:54.748 GMT
OUT Apr 29 17:06:03.008
========================
Subtype: 0x01 - LACP Version: 1

TLV: 0x01 - Actor Information Length: 20
System: Priority: 32768, ID: 02-a7-4c-81-95-04
Key: 0x0001, Port priority: 32768, Port ID: 1
State: Act (T/o) Agg (Sync) (Coll) (Dist) Def (Exp)

TLV: 0x02 - Partner Information Length: 20
System: Priority: 65535, ID: 00-00-00-00-00-00
Key: 0x0000, Port priority: 65535, Port ID: 0
State: (Act) (T/o) (Agg) (Sync) (Coll) (Dist) Def (Exp)

TLV: 0x03 - Collector Information Length: 16
Max delay: 65535

TLV: 0x00 - Terminator Length: 0
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show lacp port
Link Aggregation Control Protocol（LACP）ポートに関する詳細情報を表示するには、で show lacp
portコマンドを入力します。

show lacp port [{GigabitEthernet| TenGigE} interface_instance]

このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle

___________________
例 次に、ルータのすべてのリンクバンドルの LACPポート情報を表示する例を示します。

RP/0/# show lacp port

Flags: A - Device is in Active mode. P - Device is in Passive mode.
S - Device sends PDUs at slow rate. F - Device sends PDUs at fast rate.
D - Port is using default values for partner information
E - Information about partner has expired

State: 0 - Port is Not Aggregatable. 1 - Port is Out Of Sync with peer.
2 - Port is In Sync with peer. 3 - Port is Collecting.
4 - Port is Collecting and Distributing.

Bundle-Ether1
Minimum active Maximum active

B/W (Kbps) MAC address Links B/W (Kbps) Links
---------- -------------- ----- ---------- -----

0 0800.453a.651d 1 620000 32

Port State Flags Port ID Key System-ID
------------ ----- ----- -------------- ------ -------------------------
Gi0/0/2/0 1 ASDE 0x8000, 0x0001 0x0001 0x8000, 08-00-45-3a-65-01
PEER 0 PSD 0xffff, 0x0000 0x0000 0xffff, 00-00-00-00-00-00
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表 10：show lacp port のフィールドの説明

説明フィールド

情報が表示される LACPポートを示します。
ポート番号は、rack/slot/module/portの形式で示
されます。

Port

指定されたデバイスまたはポートの状態に関す

る情報を示します。次のようなフラグがありま

す。

• 0：ポートは集約可能ではありません。

• 1：ポートはピアと同期されていません。

• 2：ポートはピアと同期されています。

• 3：ポートは収集を行っています。

• 4：ポートは収集および配信を行っていま
す。

State

指定されたポートの状態に関する情報を示しま

す。次のようなフラグがあります。

• A：デバイスはアクティブモードです。

• P：デバイスはパッシブモードです。

• S：デバイスは遅いレートでPDUを送信す
るようピアに要求します。

• F：デバイスは高速レートでPDUを送信す
るようピアに要求します。

• D：ポートでパートナー情報のデフォルト
値を使用しています。

• E：パートナーに関する情報の期限が切れ
ています。

Flags

ポート IDは、Nxnnnnの形式で示されます。N
はポートプライオリティ、nnnnは送信元ルー
タで割り当てられるポート番号です。

Port ID
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説明フィールド

指定されたリンクおよびアグリゲータに関連付

けられている 2バイトの数字。各ポートには、
動作キーが割り当てられています。ポートが他

のポートに集約できるかどうかは、このキーに

よって示されます。同じキーを持つポートは、

バンドルされた同じインターフェイスを選択し

ます。システム ID、ポート ID、およびキーを
組み合わせて、LACPシステム内のポートを一
意に定義しています。

Key

システム ID。システム IDは、各 LACPパケッ
ト内でリンクの詳細とともに送信されるシステ

ムの LACPプロパティです。

System-ID
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show lacp system-id
Link Aggregation Control Protocol（LACP）で使用されるローカルシステム IDを表示するには、で
show lacp system-idコマンドを入力します。

show lacp system-id

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 特定のリンクのシステム IDと詳細は、各 LACPパケット内で送信されます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りbundle

___________________
例 次に、LACPで使用されるシステム IDを表示する例を示します。

RP/0/# show lacp system-id

Priority MAC Address
-------- -----------------
0x8000 08-00-45-3a-65-01
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表 11：show lacp system-id のフィールドの説明

説明フィールド

このシステムのプライオリティ。値が小さいほ

ど、プライオリティは高くなります。

プライオリティ

LACPのシステム IDに関連付けられているMAC
アドレス。

MACアドレス
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管理イーサネットインターフェイスコマン

ド

このモジュールでは、Cisco NCS 5001ルータおよび Cisco NCS 5002ルータで管理イーサネット
インターフェイスを設定するためのコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドについて
説明します。

管理イーサネットインターフェイスの概念、設定作業、および例の詳細については、『CiscoNCS
5000シリーズルータ向けハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド』を参
照してください。

• duplex (Management Ethernet), 130 ページ

• interface MgmtEth, 132 ページ

• mac-address (Management Ethernet), 134 ページ

• speed (Management Ethernet), 136 ページ

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス

129



duplex (Management Ethernet)
管理イーサネットインターフェイスにデュプレックスモードの動作を設定するには、インター

フェイスコンフィギュレーションモードで duplexコマンドを使用します。インターフェイスを
自動ネゴシエーションされたデュプレックスモードに戻すには、duplexコマンドの no形式を使
用します。

duplex {full| half}

no duplex

___________________
構文の説明

管理イーサネットインターフェイスが全二重モードで動作するように設定しま

す。

full

管理イーサネットインターフェイスが半二重モードで動作するように設定し

ます。

half

___________________
コマンドデフォルト デュプレックス動作を自動ネゴシエーションします。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface
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___________________
例 次に、管理イーサネットインターフェイスを全二重モードで動作するように設定する例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0//CPU0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# duplex full

次に、管理イーサネットインターフェイスを半二重モードで動作するように設定する例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0//CPU0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# duplex half

次に、管理イーサネットインターフェイスを自動ネゴシエーションされたデュプレックスモード

に戻す例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0//CPU0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# no duplex
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interface MgmtEth
管理イーサネットインターフェイスでインターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

するには、XRコンフィギュレーションモードで interfaceMgmtEthコマンドを使用します。管理
イーサネットインターフェイスの設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

interface MgmtEth interface-path-id

no interface MgmtEth interface-path-id

___________________
構文の説明

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータ上に現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface
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___________________
例 次に、管理イーサネットインターフェイスでインターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0//CPU0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)#
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mac-address (Management Ethernet)
管理イーサネットインターフェイスのMACレイヤアドレスを設定するには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードでmac-addressコマンドを使用します。インターフェイスをデフォ
ルトのMACアドレスに戻すには、mac-addressコマンドの no形式を使用します。

mac-address value1.value2.value3

no mac-address

___________________
構文の説明 MACアドレスの上位 2バイト（16進数表記）。範囲は 0～ ffffです。value1

MACアドレスの中間 2バイト（16進数表記）。範囲は 0～ ffffです。value2

MACアドレスの下位 2バイト（16進数表記）。範囲は 0～ ffffです。value3

___________________
コマンドデフォルト デフォルトのMACアドレスは、ハードウェアバーンドインアドレス（BIA）から読み取られま

す。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン MACアドレスは、4桁の値が 3つ並んだ形式になります（ドット付き 10進数表記で 12桁）。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface
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___________________
例 次に、0//CPU0/0にある管理イーサネットインターフェイスのMACアドレスを設定する例を示し

ます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0//CPU0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# mac-address 0001.2468.ABCD
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speed (Management Ethernet)
管理イーサネットインターフェイスの速度を設定するには、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードで speedコマンドを使用します。システムを自動ネゴシエーション速度に戻すには、
speedコマンドの no形式を使用します。

speed {10| 100| 1000}

no speed

___________________
構文の説明

インターフェイスを 10 Mbpsで伝送するように設定します。10

インターフェイスを 100 Mbpsで伝送するように設定します。100

インターフェイスを 1000 Mbps（1 Gbps）で伝送するように設定します。1000

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスの速度は自動ネゴシエーションされます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン

リンクの両端には必ず同じインターフェイス速度を設定してください。手動で設定されたイン

ターフェイス速度は、自動ネゴシエーションされた速度よりも優先されます。これにより、リ

ンクの一端で設定されたインターフェイス速度がもう一端のインターフェイス速度と異なる場

合、リンクが動作するのを防ぐことができます。

（注）

表 12：duplexコマンドと speedコマンドの関係, （137ページ）は、デュプレックスモードおよび
速度モードのさまざまな組み合わせに関するシステムのパフォーマンスです。指定した duplexコ
マンドを、指定した speedコマンドで設定すると、結果のシステムアクションが生成されます。
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表 12：duplex コマンドと speed コマンドの関係

システムの動作speed コマンドduplex コマンド

速度とデュプレックスモード

の両方を自動ネゴシエートしま

す。

no speedno duplex

強制的に 1000 Mbps（1 Gbps）
および全二重になります。

speed 1000no duplex

デュプレックスモードを自動

ネゴシエーションし、強制的に

100 Mbpsになります。

speed 100no duplex

デュプレックスモードを自動

ネゴシエーションし、強制的に

10 Mbpsになります。

speed 10no duplex

強制的に全二重に設定し、速度

を自動ネゴシエーションしま

す。

no speedduplex full

強制的に 1000 Mbps（1 Gbps）
および全二重になります。

speed 1000duplex full

100 Mbpsおよび全二重を強制
的に適用します。

speed 100duplex full

10Mbpsおよび全二重を強制的
に適用します。

speed 10duplex full

強制的に半二重に設定し、速度

を自動ネゴシエーションします

（10または 100 Mbps）。

no speedduplex half

100 Mbpsおよび半二重を強制
的に適用します。

speed 100duplex half

10Mbpsおよび半二重を強制的
に適用します。

speed 10duplex half

Cisco NCS 5000 シリーズルータ向けインターフェイスおよびハードウェアコンポーネントのコマンド
リファレンス

137

管理イーサネットインターフェイスコマンド

speed (Management Ethernet)



___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みinterface

___________________
例 次に、管理イーサネットインターフェイスを 1ギガビットで伝送するように設定する例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0//CPU0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# speed 1000
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VLAN サブインターフェイスコマンド

このモジュールでは、Cisco NCS 5001ルータおよび Cisco NCS 5002ルータで 802.1Q VLANを設
定するためのコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドについて説明します。

VLANサブインターフェイスの概念、設定作業、および例の詳細については、『Cisco NCS 5000
シリーズルータ向けハードウェアコンポーネントコンフィギュレーションガイド』を参照して

ください。

• interface (VLAN), 140 ページ
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interface (VLAN)
VLANサブインターフェイスを作成するには、XRコンフィギュレーションモードで interfaceコ
マンドを使用します。サブインターフェイスを削除するには、このコマンドのno形式を使用しま
す。

interface type interface-path-id.subinterface [l2transport]

no interface type interface-path-id.subinterface [l2transport]

___________________
構文の説明 VLANを作成するイーサネットインターフェイスのタイプ。

GigabitEthernet、TenGigE、または Bundle-Etherを入力します。
type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイスの後にサブイン

ターフェイスパス IDが続きます。命名の表記法は
interface-path-id.subinterfaceです。表記の一部としてサブインターフェ
イス値の前にピリオドが必要です。

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンライン
ヘルプを参照してください。

interface-path-id.subinterface

指定された VLANインターフェイスでレイヤ 2送信ポートモードを
イネーブルにし、レイヤ 2送信コンフィギュレーションモードを開
始します。l2transportキーワードは、VLANインターフェイスを L2
モードで作成し、L2VPNとローカルスイッチングで使用できるよう
にします。

l2transport

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード r-interface-vlan-common

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン interface-path-id引数の場合は、次のガイドラインを使用します。
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•物理インターフェイスを指定する場合、命名の表記法は rack/slot/module/portです。値を区切
るスラッシュ（/）は、表記の一部として必須です。命名の表記法の各構成要素の説明は次の
とおりです。

◦ rack：ラックのシャーシ番号。

◦ slot：ラインカードの物理スロット番号。

◦ module：モジュール番号。物理層インターフェイスモジュール（PLIM）は、常に 0で
す。

◦ port：インターフェイスの物理ポート番号。

•イーサネットバンドルインターフェイスを指定する場合、範囲は 1 ~ 65535です。

subinterface引数の範囲は 0 ~ 4095です。

大量のサブインターフェイスを設定するには、interfaceコマンドをコミットする前にすべての設
定データを入力することを推奨します。

レイヤ 2とレイヤ 3の間でインターフェイスのモードを切り替えるには、最初にインターフェイ
スを削除してから、適切なモードで再設定する必要があります。

VLAN IDが割り当てられていない場合は、サブインターフェイスはトラフィックを渡しませ
ん。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みvlan

___________________
例 次に、10ギガビットイーサネットインターフェイスで VLANサブインターフェイスを設定する

例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE 0/0/0/10.1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-subif)# ipv4 address 30.0.1.2 255.255.255.0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-subif)# encapsulation dot1q 3201

次に、レイヤ 2送信ポートモードをイネーブルにしてVLANサブインターフェイスを作成し、そ
の VLANでレイヤ 2送信コンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface TenGigE0/0/0/10.101 l2transport
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if-l2)#encapsulation dot1q 101
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